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唐
代
の
城
郭
都
市
を
通
観
す
れ
ば
、
長
安
・
洛
陽
の
南
京
が
群
を
抜
い
て
大
規
模
な
卒
面
。
フ
ラ
ン
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。
城
周
六
七
里
の
西
京
長
安
城
(
寅
測
値
三
五
、
五
七
O
米
〉
と
城
周
五
二
里
の
東
京
洛
陽
城
(
寅
測
値
二
七
、
五
一
六
米
、
南
北
爾
城
聞
の
洛
河
部

分
を
含
む
)
は
、
惰
代
に
統
一
一
帝
園
に
ふ
さ
わ
し
い
都
城
と
し
て
そ
れ
以
前
の
城
郭
城
基
に
擦
る
こ
と
な
く
、
全
く
の
別
地
に
新
た
に
し
か
る

べ
き
都
城
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
も
つ
ば
ら
政
治
的
意
聞
か
ら
の
築
城
で
あ
れ
ば
、
都
城
出
演
遁
史
の
酷
か
ら
は
注

目
す
べ
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
秦
漢
以
来
の
地
方
行
政
援
黙
と
し
て
の
州
郡
城
・
勝
城
と
い
っ
た
一
般
的
な
城
郭
都
市
と
は
や
や
様
相
を
異
に

す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
城
郭
都
市
を
歴
史
的
に
連
績
し
た
存
在
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
的
な
州
豚
城
郭
の
襲
遁
こ
そ
が
よ
り
注
目

別
掲
の
表
は
、
関
内
道
・
河
南
道
・
河
東
道
・
河
北
道
・
臨
右
道
の
華
北
及
び
創
南
道
・
嶺
南
道
に
つ
い
て
は
、
城
周
お
よ
そ
一

O
旦
以
上

29 
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で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
の
み
を
、

山
南
道
・
准
南
道
・
江
南
道
の
華
中
・
華
南
で
は
城
郭
の
存
在
を
確
認
で
き
る
も
の
全
て
を
掲
げ

た
。
本
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
雨
京
を
別
格
と
し
て
、
唐
代
で
最
大
規
模
の
城
郭
は
城
周
四
七
里
の
蘇
州
城
で
、
四
二
里
の
太
原
府
城
が
こ

(

1

)

 

れ
に
次
ぐ
。
太
原
府
城
は
北
都
と
し
て
南
京
に
準
じ
る
格
附
け
が
な
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
規
模
と
言
え
る
。
以
下
、
四

O
里
の
揚

(
2〉

州
城
、

三
二
里
の
幽
州
城
、
三

O
里
の
陳
州
城
な
ど
、
城
周
三

O
里
以
上
と
確
認
で
き
る
例
は
き
わ
め
て
僅
か
で
あ
る
。
三
三
里
乃
至
四
二
里

の
成
都
府
城
、
七

O
里
の
杭
州
城
、
四

O
里
の
一
幅
州
城
な
ど
は
と
も
に
唐
末
期
に
大
擦
張
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
城
郭
こ
そ
が
本
稿
で
取

四
二
里
の
梁
州
興
元
府
城
は
唐
代
に
そ
の
ま
ま
の
規
模
で
機
能
し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
ま
た
密
州
宮

り
上
げ
よ
う
と
す
る
封
象
で
あ
る
。

鯨
城
の
城
周
回

O
里
、
太
原
府
文
水
豚
城
の
三

O
里
、
調
州
束
城
勝
城
の
二

O
里
な
ど
、
豚
城
ク
ラ
ス
で
並
外
れ
て
大
き
な
規
模
を
も
つ
も
の

が
見
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
前
代
以
来
の
城
郭
が
一
躍
は
纏
承
さ
れ
た
も
の
の
、
貫
際
の
域
居
空
間
は
城
内
の
ご
く
限
ら
れ
た
部
分
に
過
ぎ
な

(
3〉

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
水
脈
城
で
は
「
城
甚
だ
寛
大
、
約
三
十
里
た
り
。
百
姓
、
城
中
に
於
て
水
田
を
種
う
」
と
い
う
朕
態
で
あ
り
、
束
城

(

4

)

 

豚
城
も
ニ

O
里
と
い
う
の
は
前
代
以
来
の
故
外
城
で
、
唐
代
豚
城
と
し
て
の
城
居
空
聞
は
城
周
五

1
六
里
の
蓄
内
城
に
過
ぎ
な
い
。
お
よ
そ
の

目
安
と
し
て
府
州
城
ク
ラ
ス
で
城
周
一

O
里
(
約
五
、
六

O
O米
)
前
後
、

牒
城
ク
ラ
ス
で
は
そ
れ
以
下
で
あ
る
。
城
周
一

O
里
で
あ
れ
ば
、
恒
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に
正
方
形
の
卒
面
0

フ
ラ
ン
と
す
れ
ば
、

一
連
二
・
五
里
(
て
四

O
O米
)
、
城
周
二

O
里
で
一
法
五
里
(
二
、
八

O
O米
)
と
な
る
。

し
た
が
っ

て
城
周
二

O
里
前
後
及
び
そ
れ
以
上
の
城
郭
が
大
規
模
城
郭
と
分
類
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
一
覧
表
を
見
て
み
る
と
、
大
規

か
つ
唐
末
五
代
期
に
大
幅
な

搬
張
増
修
が
な
さ
れ
て
大
規
模
城
郭
に
襲
貌
し
て
い
る
こ
と
に
気
附
く
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
大
規
模
城
郭
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
性
、
横
張
培

模
城
郭
と
見
な
す
べ
き
も
の
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
華
中
・
華
南
の
地
に
あ
り
、

修
の
時
期
、
構
造
上
の
特
徴
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



華
中
・
華
南
の
州
豚
城

)
 

句止(
 
刑
州
江
陵
府
城

も
と
中
隔
壁
が
あ
っ
て
南
北
南
城
に
分
た
れ
て
い
た
。
南
城
は
萄
漢
の
閥
羽
が
築
い
た
も
の
で
、
東
晋
の
桓
温
が
一
城
と
し
、
唐
城
は
恐
ら

(

5

)

 

く
そ
れ
を
縫
承
し
た
も
の
の
如
く
で
、
城
周
一
八
里
で
あ
っ
た
。
唐
後
半
期
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
南
門
が
饗
城
構
造
と
な
っ
て
い
た
こ
と

(

6

)

 

が
知
ら
れ
る
。
唐
末
に
王
仙
芝
叛
観
軍
が
こ
こ
を
攻
撃
し
た
際
、
羅
城
を
陥
さ
れ
て
子
城
を
固
守
し
た
も
の
の
、
三

O
高
戸
の
域
内
人
口
の
一
一
一

(

7

)

 

1
四
割
が
失
な
わ
れ
る
と
い
う
大
破
壊
を
受
け
た
。

五
代
初
、

こ
の
地
に
援
っ
て
自
立
し
た
高
季
輿
は
、

一
O
数
高
人
を
動
員
し
て
破
壊
の
著
し
い
羅
城
(
外
城
〉
を
大
増
修
す
る
と
と
も
に
、
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城
壁
上
に
多
数
の
敵
棲
や
櫓
を
設
け
て
防
禦
強
化
を
園
っ
た
。
と
く
に
「
西
面
羅
城
を
増
築
」
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
子
城
西

壁
と
羅
城
西
壁
と
が
共
用
さ
れ
て
い
た
の
を
、
子
城
を
完
全
に
羅
域
内
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
、
つ
ま
り
羅
城
が
西
側
に
披
張
さ
れ
た
こ
と
が
知

(
8〉

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
高
季
輿
に
よ
る
援
張
増
修
で
注
目
す
べ
き
は
、
羅
域
が
全
て
甑
城
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
南
に
長
江
を
ひ
か
え
多
数
の

水
系
が
圏
櫨
脱
す
る
江
陵
の
地
に
あ
っ
て
、
瓢
城
構
造
は
攻
城
封
策
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
増
水
時
の
城
壁
保
護
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
高
季
輿
は
整
額
工
事
の
た
め
に
五

O
里
四
方
の
古
墓
を
全
て
暴
か
せ
て
、
墓
室
の
構
築
に
用
い
ら
れ
て
い
た
騒
を
剥
ぎ
取
っ
た
と

(
9〉

い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
版
築
及
び
輔
の
焼
成
に
最
適
で
あ
る
黄
土
地
帯
で
は
な
い
こ
の
地
で
の
築
城
の
困
難
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

(2) 

底

ナi'I

城
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修
築
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
以
外
は
不
詳
で
あ
る
。

唐
代
の
庫
州
城
に
闘
し
て
は
、
威
通
一

O
年
(
八
六
九
)
に
鹿
助
叛
凱
軍
が
徐
州
を
攻
陥
し
占
援
し
た
際
に
、
観
針
策
の
一
環
と
し
て
羅
郭
が

五
代
十
園
初
の
楊
呉
天
枯
六
年
(
九
O
九
〉
に
至
っ
て
、
楊
呉
の
貫
擢
を
握
る
徐
温
(
南
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(

印

)

唐
先
主
)
の
命
で
盛
州
刺
史
張
崇
が
行
な
っ
た
大
横
張
と
大
幅
な
防
備
強
化
策
を
具
盟
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
増
修
で
瞳
州
城
の
城

周
は
二
六
里
一
七

O
歩
(
約
一
四

・
八
キ
ロ
)
・
城
高
三
丈
(
九

・三
米
〉
と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
五
五
ケ
所
の
窯
で
焼
成
し
た
一
尺

三
寸
・
六
寸
大
の
瓢
数
高
片
で
城
身
を
お
お
っ
た
額
城
構
造
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
防
城
強
化
の
面
で
重
要
で
あ
る
。
但
し
、

こ
れ
だ
け
の
城
周

と
城
高
を
も
っ
城
壁
で
あ
れ
ば
、
数
高
片
の
瓢
で
は
と
う
て
い
全
世
を
孤
城
構
造
に
は
出
来
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
城
譲
は
一
明
七

0
1

六
O
丈
(
一
二
八
J
一
八
七
米
)
・
深
さ
八
丈
(
二
五
米
)
の
も
の
が
新
た
に
掘
削
さ
れ
た
と
云
う
が
、

城
高
と
の
関
連
か
ら
見
て
一
オ
ー
ダ
ー
誇

大
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
濠
幅
の
単
位
丈
は
尺
の
誤
り
と
見
な
し
て
よ
い
。
新
築
羅
城
に
は
一
三
門
が
聞
か
れ
、
西
門
の
濁
山
門

・
瓦
歩
門

の
名
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
い
く
つ
か
の
橋
梁
の
架
け
換
え
が
な
さ
れ
た
う
ち
、
東
正
門
橋

・
崇
化
門
橋

・
懐
徳
門
橋
の
名
が
見
え
る
が
、
羅
城

(

日

)

の
門
名
か
子
城
の
門
名
か
は
剣
然
と
し
な
い
。
防
禦
施
設
と
し
て
は
、
城
壁
上
に
設
け
ら
れ
た
四
四
ケ
所
の
大
湾
棲
が
あ
る
。
こ
れ
は

『
通
典
』

や
『
武
経
綿
要
』
等
に
言
う
有
蓋
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
よ
そ
三
三
六
米
毎
に
設
け
ら
れ
た
大
毎
棲
に
は
、
射
程
が
長
く
殺
傷
力
の
大

む
し
ろ
や
や
距
離
の
あ
る
敵
兵
に
殺
果
的
な
威
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な
る
大
型
湾
を
操
作
す
る
射
手
が
多
数
配
さ
れ
、
城
下
員
近
か
に
迫
る
敵
兵
に
劃
し
て
よ
り
、

力
を
渡
揮
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
増
修
工
事
の
最
中
の
九

O
八
年
十
一
月
、
呉
越
銭
謬
の
南
か
ら
の
侵
攻
に
呼
躍
し
て
、
後
梁
の
冠
彦

か

あ

っ

卿
が
五
寓
の
兵
を
率
い
て
北
か
ら
准
河
を
渡
っ
て
虚
州
城
を
「
直
ち
に
域
連
を
渡
り
、
長
梯
を
女
婿
に
搭
け
、
霜
矛
を
鵠
換
に
掻
む
」
と
い
う

(

ロ

)

肉
迫
攻
墜
を
加
え
て
き
た
こ
と
、
修
築
後
ま
も
な
い
九
二
二
年
に
も
、

賀
環

・
王
彦
章
等
の
率
い
る
四
高
の
後
梁
寧
が
瞳
州
羅
城
の
西
側
に

「
堅
楠
漸
く
備
わ
り
、
溶
泊
己
に
周
し
。

E
喋
胞
と
し
て
山
の
ご
と
く
横
た
わ
り
、
大
湾
護

(
日
)

し
て
雷
の
ご
と
く
肌
う
」
と
い
う
高
全
の
防
禦
に
よ
っ
て
退
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
剣
る
よ
う
に
、
准
河
南
岸
の
蕎
州
と
そ
の
南
に
位
置
す
る

鹿
州
と
は
、
准
南
攻
略
を
し
ば
し
ば
試
み
る
後
梁
に
と
っ
て
陥
さ
ね
ば
な
ら
な
い
戦
略
要
地
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
華
北
箪
閥
政
権
の
南

侵
を
准
河
の
線
で
阻
止
し
江
准
の
地
に
自
立
政
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
楊
呉
に
と
っ
て
も
死
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
要
衝
が
盛
州
で
あ
っ
た
。

「延
亙
放
里
」
に
及
ぶ
攻
撃
陣
を
布
き
な
が
ら

蹴
州
城
の
蹴
張
と
防
備
増
強
は
、

ま
さ
に
こ
の
時
期
の
情
勢
に
劃
臆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



(3) 

潤

町
小
ノ

城

潤
州
は
大
運
河
の
江
南
で
の
起
黙
で
、
江
北
の
揚
州
と
と
も
に
漕
運
上
の
一
大
要
衝
で
あ
り
、
唐
代
後
牢
に
は
漸
西
観
察
使
の
使
府
が
置
か

れ
た
。
潤
州
城
は
子
城
と
羅
域
と
か
ら
成
る
。
子
城
は
孫
呉
期
に
築
か
れ
た
軍
事
要
塞
の
織
金
城
を
纏
承
し
た
も
の
で
、
城
周
六
三

O
歩
(
一

(
U
〉

(

日

〉

里
二
七
O
歩
、
約
九
八
三
米
)
と
い
う
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
羅
城
の
存
在
は
八
三

0
年
代
の
斯
西
観
察
使
王
落
が
「
潤
州
の
外
陸
を
撃
つ
」

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
り
、
唐
代
前
半
期
の
潤
州
城
は
織
金
城
だ
け
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
断
西
藩
鎖
期
に
羅
城
が
築
か
れ
て
織
全
域
が

子
城
と
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
八

0
年
代
に
鎮
海
軍
〈
漸
西
)
節
度
使
周
賓
が
増
修
し
、

(
叩
山
〉

城
周
二
六
里
一
七
歩
(
約
一
四
・
六
キ
ロ
)
・
城
高
九
尺
五
寸
(
約
三
米
)
と
い
う
大
規
模
な
も
の
に
な
っ
た
。
黄
泉
の
凱
後
の
混
凱
に
乗
じ
て
こ

の
地
で
自
立
化
を
圃
っ
た
周
賓
で
あ
っ
た
が
、
光
啓
三
年
(
八
八
七
)
に
兵
凱
で
放
逐
さ
れ
、
杭
州
か
ら
北
上
し
て
蘇
州
・
常
州
・
潤
州
と
い
う

運
河
線
の
確
保
を
ね
ら
う
銭
謬
が

一
時
的
に
占
援
す
る
も
の
の
、
つ
い
で
准
南
楊
行
密
に
よ
っ
て
常
州
・
潤
州
は
奪
わ
れ
、
果
と
呉
越
の
園
境

羅
城
規
模
が
剣
明
す
る
の
は
や
は
り
唐
末
で
、
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線
が
事
貫
上
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。
唐
末
の
群
雄
割
擦
の
な
か
で
そ
の
争
奪
の
的
に
な
っ
た
の
が
潤
州
の
地
で
あ
り
、
そ
の
比
較
的
早
い
時
期

に
お
け
る
群
雄
本
擦
の
擦
張
の
例
が
潤
州
城
で
あ
る
。
近
年
、
域
周
約
五

O
O
O米
の
東
育
南
朝
期
の
耳
目
陵
郡
羅
城
が
確
認
さ
れ
、
唐
代
潤
州

(
幻
〉

羅
城
は
上
記
音
陵
城
に
西
接
し
て
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
清
以
来
の
現
鎮
江
域
と
少
な
く
と
も
東
壁
は
重

層
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
乾
符
以
前
に
お
け
る
唐
羅
城
の
規
模
は
依
然
と
し
て
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
城
周
六
三

O
歩
の
子

城
は
東
耳
目
羅
城
の
子
城
と
し
て
そ
の
西
北
に
外
接
す
る
と
と
も
に
、
唐
城
の
子
城
と
し
て
も
そ
の
東
北
部
に
接
し
て
存
績
利
用
さ
れ
た
。
現
鎮

江
城
東
北
に
突
出
し
た
織
全
域
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
唐
城
に
は
長
さ
一
二
里
七

O
歩
・
高
さ
三
丈
一
尺
の
東
西

(

時

)

爽
城
が
附
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
長
さ
か
ら
見
て
羅
域
の
東

・
西
壁
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
東
爽
域
は
東
忍田
羅
城
と

の
重
層
が
汲
測
さ
れ
る
が
未
確
認
で
あ
る
。
爽
城
は
月
城
、
護
城
、
羊
馬
城
等
と
同
じ
く
、
城
門
及
び
城
壁
防
禦
を
強
化
す
る
た
め
の
施
設
で
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あ
る
か
ら
、
唐
末
の
銭
海
節
度
使
周
賓
に
よ
る
羅
城
擁
張
時
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
一
時
占
嫁
し
た
銭
謬
、

つ
い
で
潤
州
を
確
保
し
た
楊
行
密
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の
い
ず
れ
か
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

九
三
七
年
の
楊
氏
臭
か
ら
徐
氏
(
李
氏
)
南
唐
へ
の
政
権
交
替
に
際
し、

(

四

)

潤
州
子
城
(
牙
城
)
を
丹
陽
宮
と
稿
し
て
呉
主
の
居
所
と
定
め
た
。

南
唐
主
徐
知
詰

は
呉
主
楊
湾
か
ら
譲
位
さ
れ
る
と

賀
睦
は
呉
主
を
子
城
内
に
軟
禁
し
た

も
の
に
他
な
ら
な
い
。

仏)

潤
州
上
元
服
城
(
金
陵
江
寧
府
城
)

六
朝
歴
代
の
都
城
建
康
の
地
で
あ
る
。
隔
の
卒
陳
時
に
大
破
壊
を
被
り
、
唐
代
に
は
潤
州
に
属
す
る
上
元
服
治
と
な
る
が
、
豚
城
の
規
模
等

(
却
)

は
全
く
不
詳
で
あ
る
。
唐
末
に
や
は
り
群
雄
勢
力
が
入
れ
代
り
こ
の
地
に
援
り
、
最
終
的
に
は
楊
呉
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
十
園
呉
の

順
義
年
開
(
九
一
一
一

J
一一六)、

呉
の
質
権
者
徐
温
は
六
朝
蓄
城
の
南
に
新
た
な
城
郭
を
築
き
、

つ
い
で
徐
知
詰
が
大
接
張
し
て
城
周
二
五
里
四

金
陵
江
寧
府
と
改
稿
し
て
揚
州
江
都
府
か
ら
園
都
を
蓮
し
、
奮
子
城
(
牙
城
)
を
宮

(

泣

)

城
と
し
て
都
城
の
盟
裁
を
整
え
た
。
こ
の
牙
城
が
恐
ら
く
は
六
朝
建
康
城
内
の
蓋
城
か
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
の
領
域
を
そ
の
ま
ま
縫
承
し
た
南

四
歩

・
城
高
二
丈
五
尺

・
上
厚
二
丈
五
尺

・
基
厚
三
丈
五
尺
と
し
、

(
幻
)

力
を
一
段
と
強
化
し
た
。
九
三
七
年
の
受
澗
直
後
に
は
、

さ
ら
に
基
厚
四
丈
一
尺
の
内
臥
羊
城
(
羊
馬
城
の
一
種
か
)
を
設
け
て
防
禦
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唐
で
は
あ
る
が
、

そ
の
濁
自
性
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
が
こ
の
江
寧
府
へ
の
遷
都
で
あ
る
。

(5) 

常

介|

城

常
州
城
も
ま
た
唐
末
以
降
に
順
次
披
張
さ
れ
て
三
重
構
造
の
大
規
模
城
郭
と
な
る
。
そ
れ
以
前
の
規
模
や
構
造
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

景
一
幅
元
年
(
八
九
二
)
、

こ
の
地
を
押
え
た
准
南
楊
行
密
に
よ
っ

て、

ま
ず
域
周
二
里
=
二
八
歩
・
城
高
二
丈
一
尺
の
城
郭
が
新
建
さ
れ
た
。
こ

れ
が
後
に
内
子
城
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
楊
呉
成
立
後
の
順
義
年
間
〈
九
一
二
よ
一
六
〉
に

城
周
七
里
三

O
歩

・
城
高
二
丈
入

尺
・
基
厚
二
丈
除
の
外
子
城
が
内
子
城
を
西
北
隅
に
取
り
込
む
形
で
築
か
れ
た
。
さ
ら
に
天
酢
二
年
(
喜
三
ハ
)
に
は
、
城
周
二
七
里
三
七
歩

・

(

幻

〉

城
高
二
丈

・
基
厚
二
丈
の
羅
城
が
外
子
城
を
西
北
隅
に
取
り
込
ん
で
築
か
れ
た
。
常
州
の
地
は
楊
氏
呉
と
銭
氏
呉
越
の
園
境
線
に
あ
り
、
呉
に



と
っ
て
は
運
河
沿
い
に
蘇
州
か
ら
さ
ら
に
北
準
せ
ん
と
す
る
呉
越
に
封
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
戦
略
上
の
要
衝
に
嘗
っ
て
い
た
こ
と
が
、
常
州

城
の
度
重
な
る
培
修
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
五
代
十
園
期
に
大
規
模
化
す
る
城
郭
の
一
典
型
と
言
え
る
。
五
代
末
の
後
周
世
宗
に
よ
る
封
南
唐

(

剖

〉

つ
ま
り
羅
城
攻
防
が
激
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

作
戦
で
常
州
外
郭
、

(6) 

常
州
江
陰
牒
域

楊
呉
の
天
砧

一
O
年
(
九
一

一
一
一
〉
に
城
周
二
ニ
里
の
城
郭
が
築
か
れ
、
南
朝
梁
以
来
、
惰
唐
期
に
縫
承
さ
れ
て
き
た
豚
城
は
古
城
と
呼
ば
れ
て

(

お

)

新
域
内
に
包
掻
さ
れ
子
域
化
し
た
。
豚
城
ク
ラ
ス
で
域
周
が
一

O
里
を
越
え
る
大
規
模
な
も
の
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
長
江
南
岸
に
位
置

し
、
前
面
の
江
中
に
東
洲
と
呼
ば
れ
る

E
大
洲
が
あ
っ
て
、
銭
氏
呉
越
が
長
江
江
口
よ
り
棚
上
し
て
東
洲
を
経
由
し
て
呉
領
、
と
く
に
常
州
方

(

お

〉

面
に
侵
入
す
る
ル
l
ト
に
嘗
る
と
い
う
戦
略
上
の
要
衝
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(7) 

蘇

川、|

城
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『
呉
郡
志
』
・
『
呉
地
記
』
と
い
っ
た
文
献
や
石
刻
の
「
卒
江
府
園
」
等
に
よ
っ
て
、
唐
代
城
郭
の
規
模
や
構
造
を
具
腫
的
に
知
る
こ
と
が
出

来
る
数
少
な
い
例
が
蘇
州
城
で
あ
る
。
大
城
(
外
郭
城
、
羅
城
)
の
城
周
は
四
七
里
、
小
城
(
内
城
〉
は
一

O
里
あ
り
、

(

幻

)

州
城
中
で
最
大
規
模
を
も
っ
。
五
代
十
園
期
に
は
呉
越
領
と
な
り
、
楊
呉
と
の
園
境
に
近
接
す
る
地
で
あ
っ
た
が
、

南
京
を
除
き
、

唐
代
府

こ
の
時
期
に
擦
張
さ
れ
た

形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

す
で
に
規
模
と
し
て
は
十
分
な
大
き
さ
で
あ
り
、

大
運
河
を
利
用
し
た
大
城
譲
で
圏
櫨
枕
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

が
、
防
域
施
設
等
は
大
幅
に
増
強
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
で
き
る
。

(8) 

杭

州、|

城
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惰
の
卒
陳
後
、
楊
素
に
よ
っ
て
城
周
三
六
里
九

O
歩
の
城
郭
が
築
か
れ
た
。
こ
の
時
期
の
も
の
と
し
て
は
異
例
に
大
規
模
で
あ
る
。
大
運
河



36 

の
南
の
起
黙
と
し
て
、
統
一
後
の
江
南
支
配
の
一
大
接
貼
と
し
て
の
新
建
で
あ
る
。
唐
代
杭
州
域
は
こ

の
惰
城
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で

(

お

)

あ
る
。
唐
末
に
杭
州
を
本
按
と
し
た
銭
謬
は
、
大
順
元
年
か
ら
乾
寧
四
年
(
八
九
O
J九
七
)
に
及
ぶ
培
修
工
事
で
、
南
北
に
大
幅
に
城
域
を
扱

張
し
て
城
周
五

O
里
の
爽
城
を
築
い
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
併
行
し
て
、
乾
寧
二
年
か
ら
四
年
(
八
九
五
J
九
七
)
の
聞
に
は
、
西
北
部
に
突
出
し
た

爽
域
部
分
を
鹿
す
る
一
方
、
東
壁
を
さ
ら
に
東
進
さ
せ
南
部
爽
域
部
分
と
接
績
さ
せ
て
、
城
周
七

O
里
と
い
う

E
大
な
羅
城
を
築
い
た
。
西
北

爽
城
を
鹿
す
る
こ
と
で
防
禦
上
の
弱
貼
を
克
服
し
、
南
に
旗
張
す
る
こ
と
で
銭
塘
江
を
事
買
上
の
城
濠
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
動

(

明

日

)

員
さ
れ
た
州
労
働
力
は
二

O
高
の
民
夫
と
放
寓
の
一
三
都
軍
土
と
い
う
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
羅
城
に
包
括
さ
れ
た

内
城
(
中
城
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
唐
代
の
杭
州
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
城
壁
上
に
は
百
歩
毎
に
敵
棲
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
防
禦

(

初

)

面
で
の
配
慮
も
十
分
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
軍
純
計
算
で
は
、
ほ
ぼ
二
五

O
箇
所
の
敵
棲
設
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(9) 

杭
州
東
安
銀
域
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唐
末
に
お
け
る
軍
鎖
ク

ラ
ス
の
城
郭
を
一
つ
だ
け
紹
介
し
て
お
こ
う
。
東
安
鎖
は
、
杭
州
西
南
一
三

O
里
に
位
置
す
る
管
下
新
城
豚
内
の
軍

(
汎
)

鎮
で
あ
る
。
そ
の
設
置
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
唐
後
半
の
漸
西
藩
鎮
期
で
あ
ろ
う
。
唐
末
、
杭
州
を
本
援
と
し
た
銭
謬
が
都
賂
杜
稜

(
包
)

に
命
じ
て
城
周
二
五

O
O歩
(
六
・
九
四
里
、
約
三
九

O
O米
)
の
羅
城
を
築
か
せ
て
い
る
。

景
一
晴
元
年
〈
八
九
二
)
の
こ
と
で
あ
る
。
新
建
さ
れ

た
の
が
羅
城
と
呼
ば
れ
る
か
ら
に
は
、
こ
れ
以
前
の
東
安
鎮
に
は
小
規
模
な
が
ら
城
壁
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
城
周
が
七
里

近
い
城
郭
規
模
は
、
中
の
上
ク
ラ
ス
の
鯨
城
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
銭
謬
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
杭
州
一
州
域

四
却
す
べ
て
は
敵
封
勢
力
で
あ
っ
た
。
南
郡
睦
州
に
は
陳
農
が
擦
り
、
銭
氏
の
手
に
入
る
の
は
九

O
五
年
の
こ

と
で
あ
る
。
北
郡
湖
州
に
は
李
師
悦
が
擦
り
、
八
九
七
年
に
銭
氏
の
手
に
鯖
す
。
西
北
郡
宣
州
は
三
年
前
の
八
八
九
年
に
准
南
楊
行
密
が
確
保

し
、
西
南
都
教
州
も
八
九
三
年
に
楊
氏
が
押
え
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
東
安
鎮
に
鎖
と
し
て
は
異
例
に
大
規
模
な
城
郭
が
築

か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
築
城
の
背
景
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
事
賞
、
築
城
直
後
の
乾
寧
二
年
(
八
九
五
)
十
月
に
は
、
楊
行
密
が
寧
園
(
宣
州
)

を
確
保
す
る
だ
け
の
存
在
で
、



節
度
使
田
額
等
を
涯
遣
し
て
杭
州
域
に
大
規
模
な
侵
冠
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

を
以
て
家
突
淵
衝
し
、
我
が
彊
境
を
擾
す
。
而
し
て
東
安
郡
尤
も
其
の
思
む
所
と
帰
る
。
行
密
、
(
潤
州
園
練
使
)
安
仁
義
の
精
鋭
を
減
じ
、

(
宣
州
節
度
使
)
回
額
・
(
鉱
州
刺
史
)
陶
雅
の
敢
勇
を
分
ち
、
以
て
東
安
城
を
攻
む
。
棲
櫓
空
に
朔
り
、
矢
石
交
ご
も
遺
る
。
切
目
、
我
が

軍
、
其
の
城
に
湿
き
、
賊
将
を
城
外
に
舞
す
こ
と
数
回
、
溝
塞
が
り
額
一
壇
り
、
悉
く
以
て
色
を
等
し
う
す
。
是
れ
よ
り
群
窟
復
た
南
を
園
る
の

ハ
お
)

意
有
ら
ず
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
楊
行
密
の
南
侵
を
撃
、
退
す
る
の
に
羅
城
の
成
っ
た
東
安
鎮
が
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

「
三
四
年
な
ら
ず
し
て
、
楊
行
密
、
准
南
の
節
を
持
し
、
稽
盗

る

。。
湖

リーi'I

城

唐
初
武
徳
四
年
(
六
二
一
)
に
築
か
れ
、
唐
末
景
一
幅
二
年
(
八
九
三
)
に
刺
史
李
師
慌
に
よ
っ
て
重
修
さ
れ
た
。

(

鈍

)

な
り
大
規
模
で
あ
り
、
唐
末
重
修
時
に
旗
張
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
湖
州
刺
史
李
師
悦
は
も
と
武
寧
〈
徐
酒
)
藩
鎮
の
持
で
、

黄
巣
の
範
鎮
匡
過
程
で
武
功
を
あ
げ
て
成
り
上
っ
た
武
人
で
あ
る
。
准
南
楊
行
密
と
南
街
銭
謬
と
い
う
南
雄
の
間
に
あ
っ
て
、
楊
行
密
に
款
を

通
じ
つ
つ
割
援
し
た
群
雄
の
一
で
あ
る
。
湖
州
城
の
増
修
は
、
唐
末
に
お
け
る
中
小
群
雄
の
本
擦
の
そ
れ
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
り
、

(

お

〉

乾
寧
三
年
丙
辰
(
八
九
六
)
秋
七
月
の
題
記
の
あ
る
楊
聾
「
烏
程
豚
(
湖
州
郭
下
豚
〉
修
建
癖
宇
記
」
に
「
牒
の
外
城
を
瑚
す
る
こ
と
九
百
徐
雑
。

云
々
」
と
見
え
、
臨
西
公
、
す
な
わ
ち
李
師
慌
の
意
を
承
け
た
烏
程
勝
令
余
某
の
事
跡
を
記
し
、
羅
城
が
額
城
と
さ
れ
防
備
力
強
化
の
一
端
を

(

お

〉

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
直
後
の
乾
寧
四
年
(
八
九
七
)
に
銭
鎮
が
湖
州
の
地
を
確
保
し
、
准
南
楊
行
密
と
の
勢
力
圏
は
蘇
州
・
太
湖
・
湖

州
の
線
で
ほ
ぼ
定
ま
り
、
湖
州
は
商
漸
鏡
氏
、
す
な
わ
ち
後
の
呉
越
に
と
っ
て
北
の
呉
・
南
唐
に
劃
す
る
最
前
線
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
戦

略
要
地
で
あ
り
績
け
る
こ
と
に
な
る
。
湖
州
域
の
防
禦
施
設
に
閲
し
て
は
、
古
地
志
に
よ
っ
て
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
も
の
が
知
ら
れ
る
。
ま
ず

城
壁
上
に
は
白
露
舎
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
『
武
経
紹
要
』
等
に
見
え
る
非
常
時
に
お
け
る
戦
具
補
充
庫
粂
防
火
用
具
庫
で
あ
る
白
露
屋
と
同

(

幻

)

じ
施
設
で
あ
ろ
う
。
南
門
安
定
門
は
裏
門
構
造
と
さ
れ
、
城
壁
面
に
「
翠
塞
之
慮
」
が
数
箇
所
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
城
壁
外
を
カ
今

羅
城
の
城
周
は
二
四
里
と
か

- 37ー
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ラ
ー
ジ
ュ
し
た
階
門
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
白
露
舎
を
は
じ
め
と
す
る
防
城
の
た
め
の
諸
施
設
は
、

唐
末
の
湖
州
刺
史
李
師
慌
に
よ
る
増

修
以
後
、
銭
氏
呉
越
の
領
有
期
に
順
次
増
強
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
宋
初
の
太
卒
輿
園
三
年
(
九
七

(
お
〉

こ
れ
ら
湖
州
城
の
強
固
な
防
備
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
撤
去
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

八
〉
に
、
呉
越
が
宋
に
降
服
す
る
や
、

。功

睦

，-i'I 

城

唐
初
の
陸
州
治
は
新
安
豚
城
(
宋
代
淳
安
豚
)
に
置
か
れ

「東
西
南
北
、
縦
横
績
か
に
百
徐
歩
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
剣
る
よ
う
に
、
域
周

わ
ず
か

一
里
四

O
歩
徐
り
の
小
城
で
、
域
内
は
倉
庫
・
刺
史
官
舎

・
曹
司
官
字
だ
け
で
ほ
ぼ
埋
め
壷
さ
れ
て
し
ま
い
、
司
馬
以
下
の
属
僚
及
び

一
般
住
民
は
み
な
域
外
南
を
東
流
す
る
新
安
江
沿
い
に
居
住
せ
ざ
る
を
得
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。

か
つ
連
年
の
よ
う
に
護
生
す
る
新
安
江
の
氾

濫
で
域
内
は
そ
の
度
毎
に
浸
水
す
る
と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、

(

m
却

)

移
さ
れ
た
。
こ
の
新
治
の
睦
州
域
の
規
模
は
不
詳
で
あ
る
が
、
南
宋
期
の
城
周
三
里
と
い
う
子
城
が
そ
れ
で
あ
る
ら
し
い
。
唐
末
の
中
和
年
間

ハ
川
叫
〉

徐
杭
銀
(
遁
)
使
陳
晶
が
州
刺
史
を
放
逐
し
て
こ
の
地
を
占
援
し
、
域
周
一
九
里

・
城
高
二
五
尺
・
(
基
〉
厚
二
丈
五
尺
の

高
歳
通
天
二
年
〈
六
九
七
)
に
東

一
六
五
里
の
建
徳
豚
域
に
州
治
が

- 38ー

(
八
八

一
1
八
五
)
、

(

4

)

 

羅
城
を
築
い
た
。
蓄
睦
州
城
を
子
城
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

陳
最
の
場
合
も
、
相
封
立
す
る
准
南
楊
行
密
と
雨
漏
削
銭
謬
と

い
う
二
大
勢
力
の
間
に
あ
っ
て
、
巧
み
に
睦
州
を
中
心
と
し
た
地
域
支
配
を
志
向
し
た
中
小
群
雄
の

一
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
本
接
睦

州
城
の
大
幅
な
横
張
と
防
備
強
化
を
圃
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
子
陳
詞
の
代
の
天
祐
二
年
(
九
O
五
〉
に
銭
謬
の
攻
撃
に
屈
し
、
陳

(

必

〉

詞
は
准
南
に
亡
命
し
、
睦
州
の
地
は
銭
氏
の
領
有
に
蹄
し
た
の
で
あ
る
。

北
宋
末
の
方
蹴
の
見
後
に

「
重
建
」
さ
れ
た
域
周
二
一
里
二
歩
と
い

う
宋
城
は
、
宋
初
の
城
基
に
撮
っ
て

「
重
建
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
呉
越
の
降
服
で
こ
の
地
が
宋
の
版
固
と
な
っ
た
際
に
一
回
り
小

規
模
な
も
の
に
縮
小
改
築
さ
れ
た
例
に
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。



b今

越

ー

l
 

e川
q''

城

〈

必

)

城
周
一

O
里
の
子
域
は
惰
の
楊
素
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
云
う
か
ら
、
羅
城
が
築
か
れ
る
以
前
の
惰
唐
期
の
越
州
城
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
唐

(
川
制
)

末
乾
寧
三
年
(
八
九
六
)
の
越
州
域
攻
防
に
際
し
て
外
郭
と
牙
城
の
存
在
が
見
え
て
お
り
、
や
は
り
唐
後
半
以
降
に
蓄
城
を
子
域
化
す
る
形
で

外
郭
羅
城
が
築
か
れ
た
こ
と
は
確
買
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
不
詳
な
が
ら
、
宋
照
寧
年
間
(
一

O
六
八
J
七
七
〉
の
そ
れ
が
城
周
二
四
里
二
五

O

(

必

)

歩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
唐
末
羅
城
の
規
模
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
後
世
の
越
州
城
闘
で
は
、
子
城
は
羅
域
内
西
北
の
小

(
組
制
)

高
い
丘
陵
臥
龍
山
を
中
心
に
位
置
し
て
お
り
、
多
数
の
水
系
が
交
錯
す
る
こ
の
地
で
の
子
城
の
立
地
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
惰
唐
城
、
つ
ま
り

越
州
子
城
は
基
本
的
に
後
世
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
と
見
な
し
得
る
。
と
こ
ろ
で
唐
末
に
お
け
る
越
州
城
の
攻
防
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
貼
で
は
新

西
を
領
有
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
銭
謬
が
越
州
城
に
擦
る
義
勝
(
掘
削
東
)
節
度
使
董
昌
に
劃
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
直
前
に
准
南
楊

行
密
に
よ
っ
て
一
時
蘇
州
を
奪
わ
れ
た
銭
謬
に
と
っ
て
、
そ
の
本
援
杭
州
の
後
背
を
脅
か
す
断
東
董
昌
は
ど
う
し
て
も
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
存

在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
越
州
を
陥
し
た
銭
謬
は
、
南
新
の
地
を
領
有
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

- 39ー

(13) 

越
州
諸
畳
間
肺
城

開
元
・
天
賓
年
聞
に
東
北
門
と
西
南
門
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、
城
壁
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
こ
れ
だ
け
で
は
確
認
出
来
な
い
。
唐
末
天
枯

初
〈
九
O
四
〉
に
銭
謬
に
よ
っ
て
修
築
さ
れ
た
城
壁
は
、
宋
代
に
は
慶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宋
城
の
規
模
は
城
周
二
里
四
八
歩
・
城
高
一
丈
六

(
円
引
)

尺
・
基
厚
一
丈
で
あ
り
、
唐
末
か
ら
呉
越
期
の
規
模
は
こ
れ
よ
り
一
回
り
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

~~ 

越
州
新
昌
勝
城

39 

唐
末
に
銭
謬
に
よ
っ
て
剣
豚
東
境
二
ニ
郷
を
祈
い
て
新
設
さ
れ
た
の
が
新
昌
牒
で
、
蘇
治
は
石
牛
鎮
に
置
か
れ
た
。
殖
産
興
業
等
に
よ
る
人
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銀
か
ら
鯨
へ
昇
格
さ
れ
た
比
較
的
早
い
時
期
の
事
例
で
あ
る
。

(

必

)

丈
・
基
厚
一
丈
三
尺
と
勝
城
と
し
て
は
か
な
り
大
型
に
麗
す
る
。
鎮
の
瑳
展
が
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

口
増
が
新
鯨
設
置
の
一
因
で
あ
ろ
う
。

鯨
城
規
模
は
城
周
一

O
里
・
城
高

Ml 

衛

州、|

城

(ω
〉

「衝
の
城
は
亀
山
時
峻
嶺
の
上
に
成
る
」
と
見
え
る
の
が
唐
城
に
闘
す
る
唯
一
の
記
述
で
あ
る
。
唐
末
に
銭
謬
が
衝
州
羅
城
使
を
涯
遺
し
て

(
印
〉

こ
の
地
へ
の
勢
力
扱
大
を
困
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
羅
城
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
明
清
城
で
は
域
内
の
西
北
に
時
喋
山
、
そ
の
東
南

(

臼

)

に
亀
峰
山
を
包
顕
し
て
お
り
、
城
郭
の
規
模
は
と
も
か
く
と
し
て
、
位
置
は
唐
城
と
基
本
的
に
麗
化
の
な
い
こ
と
が
剣
る
。

。。

温

ナ1'1

城

十
園
初
期
、
銭
鍔
に
よ
っ
て
内
外
城
が
増
修
さ
れ
、
域
周
一
八
里
・
城
高
三
等
融
合
二
よ
一
四
尺
)
・
基
厚
一
丈
五
尺
・
上
厚
五
尺
と
い
う

(

臼

〉

か
な
り
大
型
の
城
郭
と
な
っ
た
。

一
人
里
と
い
う
の
は
蛍
然
外
城
で
あ
ろ
う
。
内
城
が
唐
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
銭
氏
に
よ
る
領
内
要

- 40ー

衝
の
支
配
を
強
化
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

。ヵ
」占、
p 

1+1 

域

(

臼

〉

城
周
一
八
里
の
外
城
と
四
里
の
内
城
か
ら
成
る
。
宋
初
の
呉
越
併
合
時
に
城
壁
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
外
城
の
規
模
は
唐
城
を

銭
氏
が
培
修
描
張
し
た
結
果
だ
と
見
て
よ
い
。

~~ 

明

1+1 

城

明
州
は
、
開
元
二
四
年
(
七
三
六
)
に
越
州
東
牟
の
地
を
祈
い
て
新
置
さ
れ
た
州
で
あ
る
。

康
徳
元
年
ハ
七
六
三
)
の
亥
晃
の
範
で
攻
陥
破
援



ハ

同

)

〈

日

〉

さ
れ
た
が
、
長
慶
元
年
ハ
八
二
一
〉
に
再
築
さ
れ
る
。
こ
の
明
州
城
は
城
周
囲
二

O
丈
(
二
塁
一
一
一
O
歩
)
と
い
う
小
規
模
な
も
の
で
、
新
東
海

漬
の
地
と
は
言
え
、
下
グ
ラ
ス
の
鯨
城
規
模
に
相
嘗
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
唐
末
に
こ
の
地
の
土
豪
勢
力
を
結
集
し
て
自
衛
集
圏
の
長
に
の
し
上

っ
た
黄
島
は
刺
史
を
自
稽
し
、
西
都
越
州
の
義
勝
(
新
東
)
節
度
使
董
昌
に
臣
従
す
る
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
も
地
域
支
配
を
志
向
し
た
中
小
群

(

回

)

雄
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
唐
城
を
子
城
と
し
て
取
り
込
む
形
で
城
周
一
八
里
と
い
う
大
羅
城
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
西
北
か
ら
の
徐
挑
江
と
南

西
か
ら
の
車
中
化
江
が
合
流
し
て
南
江
と
な
る
合
流
地
黙
に
、
北
及
び
東
を
そ
れ
ら
二
江
を
天
然
の
城
濠
と
し
て
唐
末
に
築
城
さ
れ
た
明
州
羅
城

の
卒
面
.
フ
ラ
ン

は
、
現
在
の
寧
波
市
固
か
ら
も
明
確
に
識
別
出
来
る
。
の
ち
に
こ
の
地
は
銭
氏
呉
越
の
領
有
に
闘
し
、
城
郭
防
禦
策
が
さ
ら
に

強
化
さ
れ
て
い
る
。

(l~ 

明
州
定
海
豚
域

南
江
が
海
に
入
る
地
貼
に
立
地
す
る
の
が
定
海
厭
で
あ
る
。
各
種
の
海
船
が
南
江
を
湖
上
し
て
明
州
に
至
る
入
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
盟

産
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
後
牟
以
降
、
そ
の
重
要
度
が
高
ま
っ
て
望
海
銀
と
い
う
軍
鎮
が
置
か
れ
た
。
唐
末
に
銭
氏
が
鎖
か
ら
鯨
に
昇

ハ
m
w
)

格
さ
せ
、
城
周
囲
五

O
丈
(
二
塁
一
八
O
歩
〉
の
城
郭
を
築
き
、
三

O
O絵
丈
(
一
塁
二
四
O
歩
)
の
城
濠
を
掘
削
し
た
。
勝
へ
の
昇
格
と
賑
域
新

建
は
、
交
易
や
製
盟
業
の
振
興
に
よ
る
人
口
増
と
と
も
に
、
銭
氏
呉
越
に
と
っ
て
海
防
上
の
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

- 41ー

帥

度

州

城

(

回

)

唐
末
の
光
啓
元
年
(
八
八
五
)
、
こ
の
地
の
群
雄
監
光
調
が
慶
州
を
陥
し
て
自
ら
刺
史
と
稽
し
、
初
め
て
築
城
し
た
。
恐
ら
く
こ
れ
以
前
は
城

(

悶

〉

壁
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
期
の
城
郭
規
模
は
、
域
周
二
ニ
里
・
城
高
三
尋
っ
こ
よ
一
四
尺
〉
・
基
厚
一
・
五
尋
で
あ
り
、
唐

末
直
光
調
に
よ
る
築
城
規
模
の
大
概
を
推
定
出
来
る
。
江
南
に
楊
氏
具
、
嶺
南
に
劉
氏
南
漢
が
次
第
に
勢
力
圏
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

(

印

)

直
光
調
は
慶
州
及
び
嶺
南
の
留
州
ニ
州
の
地
に
援
っ
て
自
立
し
、
馬
氏
楚
を
介
し
て
華
北
後
梁
に
入
朝
臣
従
し
て
自
己
保
全
を
園
っ
た
。
そ
の

41 
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本
躍
度
州
城
の
築
城
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
は
九
一
八
年
に
よ
う
や
く
楊
呉
に
併
合
さ
れ
る
が
、
こ
の

(

臼

〉

時
の
皮
州
城
攻
撃
に
楊
呉
軍
は
大
い
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
き
わ
め
て
強
固
な
防
禦
施
設
を
備
え
た
城
郭
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

C21) 

蓑

チ1'1

城

唐
初
武
徳
四
年
会
公
二
〉
に
城
周
囲
八
四
歩
(
一
里
一
二
四
歩
)
・
城
高
二
丈
の
州
域
が
築
か
れ
た
。
北
面
は
漁
水
(
友
江
〉
を
天
然
の
域
譲

と
し
、
他
の
三
面
に
は
幅
七
丈
の
城
濠
が
掘
削
さ
れ
た
。
城
壁
外
面
は
瓢
で
お
お
い
、
城
壁
上
の
白
露
屋
は
全
て
瓦
葺
で
耐
火
性
が
強
化
さ
れ

(

臼

〉
た
。
唐
初
に
お
け
る
江
南
の
州
城
と
し
て
は
、
城
郭
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
城
濠
の
幅
員
や
防
禦
施
設
の
充
賓
が
注
目
さ
れ
る
。
翌
五
年
に

卒
定
さ
れ
る
階
末
以
来
の
こ
の
地
の
南
朝
系
群
雄
粛
銑
に
劃
す
る
軍
事
目
的
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
唐
末
乾
寧
二
年

(

臼

)

(
八
九
五
可
愛
州
刺
史
掲
鎖
に
よ
っ
て
城
周

一
五
O
O徐
丈
(
八
里
二
一

O
歩
)
の
羅
城
が
築
か
れ
、
同
時
に
外
城
が
増
築
さ
れ
た
。
こ
の
羅
城

(

臼

)

つ
い
で
裳
州
刺
史
と
な
っ
た
彰
彦
章
が
、
天
佑
初
(
九
O
四
)
頃
に
羅
城
を
さ
ら
に
東
西
に
旗
張
し
た
。
彰

と
外
城
の
匝
別
が
剣
然
と
し
な
い
。
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彦
章
は
こ
の
地
方
の
赤
石
洞
撞
と
呼
ば
れ
る
原
住
少
数
民
族
の
首
長
で
、
弟
の
彰
坪
は
南
郡
で
士
口
州
刺
史
を
自
稿
し
、
兄
弟
で
蓑
州

・
吉
州
の

地
に
擦
っ
た
勢
力
で
あ
る
。
後
述
の
撫
州
刺
史
危
全
調
と
連
合
し
て
楊
呉
の
江
西
で
の
南
進
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
湖
南
の
馬
氏
楚
と
も
連
繋

(
広
山
)

す
る
な
ど
、
唐
末
五
代
初
に
お
い
て
江
西
南
部
に
あ
る
種
の
少
数
民
族
自
立
を
困
っ
た
存
在
と
し
て
注
目
す
べ
き
勢
力
で
あ
っ
た
。
九

O
九
年

七
月
、
呉
軍
は
撫
州
危
全
調
、
つ
い
で
衰
州
彰
彦
章
を
降
し
、
吉
州

・
信
州
・
鶴
州
等
を
制
医
し
た
。
翌
八
月
に
は
、
既
述
の
由
民
州
直
光
調
も

(
印
〉

呉
軍
に
降
り
、
呉
は
江
西
南
部
を
ほ
ぼ
完
全
に
掌
握
し
た
。
蓑
州
域
は
呉
領
に
な
っ
て
さ
ら
に
培
修
が
加
え
ら
れ
る
。
西
都
楚
と
境
を
接
す
る

(
m
w〉

要
衝
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
呉
の
乾
貞
二
年
(
九
二
八
)
に
は
羅
城
諸
門
外
に
鋪
柵
が
設
け
ら
れ
、
城
門
防
禦
が
強
化
さ
れ
た
。
鋪
柵
と
は
、
月
(

ω

)

 

城
・
聾
城
・
羊
馬
城
に
類
す
る
木
柵
で
あ
ろ
う
。
太
和
五
年
(
九
一
-
一
一一
一
〉
に
は
羅
城
が
二
百
除
問
増
築
さ
れ
、
城
濠
五

O
O徐
丈
も
溶
世
さ
れ
た
。

呉
を
縫
承
し
た
南
唐
の
保
大
二
年
ハ
九
四
四
)
、
こ
の
地
に
鎖
し
た
劉
仁
贈
は
域
内
官
字
の
整
備
を
行
な
う
と
と
も
に
、
「
初
ほ
羅
城
を
添
築



(

臼

〉

し
、
譲
監
を
開
闘
」
し
、
城
壁
を
全
て
甑
城
に
改
修
し
て
「
識
聾
之
堅
」
た
る
防
禦
強
化
を
園
っ
て
い
る
。
南
宋
期
の
『
衰
州
国
経
』
に
「
城

(
叩
〉

周
囲
七
里
二
十
歩
、
高
三
丈
八
尺
。
子
城
周
囲
一
里
一
百
二
十
歩
、
高
三
丈
七
尺
。
北
は
委
江
を
枕
と
し
、
三
面
壕
深
四
丈
」
と
見
え
る
宋
城

の
規
模
か
ら
、
宋
が
こ
の
地
を
併
合
し
た
後
に
羅
域
が
一
ま
わ
り
縮
小
さ
れ
た
こ
と
が
剣
り
、
宋
域
子
城
は
城
周
規
模
が
完
全
に
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
唐
初
の
裳
州
城
で
、
唐
末
の
羅
域
新
築
時
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。

ω 

:JH 

城

撫

城
周
一
五
里
三
六
歩
・
城
高
一
丈
二
尺
・
基
厚
二
丈
五
尺
・
門
数
八

(

礼

)

の
大
規
模
な
羅
城
が
築
か
れ
た
。
羅
城
に
西
接
し
た
城
周
一
里
ニ
二
二
歩
の
子
城
が
元
来
の
唐
城
で
あ
ろ
う
。
危
全
調
は
撫
州
南
城
牒
の
人
と

あ
る
か
ら
、
在
地
土
豪
で
あ
ろ
う
か
。
黄
泉
軍
が
去
っ
た
後
の
混
観
の
中
で
、
中
和
二
年
(
八
八
二
)
、
彼
は
撫
州
に
擦
っ
て
刺
史
を
自
稿
し
、

弟
危
仔
慣
を
東
郷
信
州
(
鏡
州
上
鏡
豚
〉
に
迭
り
込
ん
で
そ
の
地
に
援
ら
し
め
、
江
西
観
察
使
鍾
俸
の
統
制
か
ら
離
脱
し
て
自
立
を
圃
っ
た
。

五
代
十
固
に
な
る
と
、
楊
呉
の
南
へ
の
勢
力
抜
大
に
抗
し
て
銭
氏
呉
越
に
一
時
接
近
し
、
つ
い
で
案
州
刺
史
彰
彦
-一
章
・
士
口
州
刺
史
彰
汗
と
連
合

し
、
さ
ら
に
馬
氏
楚
の
援
軍
を
も
得
て
、
江
西
で
の
楊
呉
の
前
進
接
貼
洪
州
を
攻
略
し
た
も
の
の
、
敗
北
し
て
檎
え
ら
れ
た
。
九

O
九
年
七
月

(

η

)

 

の
こ
と
で
、
こ
こ
に
江
西
全
域
は
楊
呉
の
領
有
に
鯖
し
た
。
十
園
初
頭
で
の
果
・
呉
越
・
楚
・
南
漢
の
勢
力
閣
が
固
ま
る
過
程
で
の
、
江
西
南

部
に
お
け
る
比
較
的
有
力
な
群
雄
で
あ
っ
た
の
が
危
全
調
で
あ
り
、
彼
が
本
援
撫
州
城
を
大
披
張
し
た
の
は
嘗
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

唐
末
光
啓
三
年
ハ
八
八
七
)
に
撫
州
刺
史
危
全
調
が
大
幅
に
増
修
し
、

帥

撫
州
南
城
勝
城

43 

唐
末
大
順
二
年
(
八
九
一
)
に
汝
南
公
南
康
太
守
某
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
羅
城
規
模
が
判
明
す
る
。
城
周
二
ニ
里
・
城
高
二
維

(
二
丈
)
・
基
厚
一
丈
六
尺
、
城
門
は
東
西
に
八
門
、
南
北
に
各
一
門
が
聞
か
れ
、
城
壁
上
に
は
(
白
〉

露
屋
一
一
三
七
問
、
敵
棲
三
二
箇
所
が

〈

問

〉

設
け
ら
れ
る
と
い
う
、
勝
城
と
し
て
は
異
例
に
大
規
模
で
、
か
つ
強
固
な
防
禦
施
設
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
南
康
太
守
、

す
な
わ
ち
、

- 43ー
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ま
り
慶
州
刺
史
は
既
述
の
よ
う
に
盛
光
調
で
あ
る
が
、
こ

の
羅
域
新
建
は
彼
の
手
に
な
る
も
の
か
断
定
し
難
い
。
盛
光
調
だ
と
す
れ
ば
、
本
援

慶
州
か
ら
東
北
に
接
す
る
撫
州
の
南
半
、
南
城
豚
域
に
ま
で
彼
の
勢
力
闘
が
及
ん
で
レ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
撫
州
の
危
全
調
、
洪
州
の

鍾
俸
ら
の
配
下
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
出
来
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
際
城
ク
ラ

ス
の
大
規
模
化
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
慶
州

・
亥
州
・
撫
州

・
士口州

・
信
州
等
と
い
っ
た
江
西
中
部
・
南
部
に
お
け
る
群
雄
割
援
の
複
雑

な
情
勢
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

例

州、|

城

宣

(
川
崎
〉

育
代
の
初
築
で
、
隔
の
卒
陳
直
後
に
整
備
さ
れ
た
。
唐
代
の
宣
州
城
は
こ
の
陪
城
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
規
模
等
は
不
詳
で
あ

(

万

)

る
。
規
模
が
判
明
す
る
の
は
十
園
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
准
南
楊
行
密
が
宣
州
を
奪
取
す
る
の
は
龍
紀
元
年
ハ
八
八
九
)
の
こ
と
で
、
雨

新
錨
氏
と
境
を
接
す
る
立
地
か
ら
、
有
力
部
絡
を
配
し
て
備
え
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
部
将
が
次
々
と
宣
州
に
援
っ
て
叛
飽
を
起
し
、

数
次
に
及
ぶ
攻
防
戦
で
宣
州
城
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
る
に
ま
か
さ
れ
た
。
九

O
三
年
の
寧
園
(
宣
州
〉
節
度
使
田
額
、
九

O
五
年
の
宣
州
観
察

使
王
茂
-
一章
、
九

一
一
一
年
の
宣
州
観
察
使
李
遇
ら
の
連
結
し
た
叛
靴
が
そ
れ
で
あ
る
。
回
額
は
さ
ら
な
る
領
域
蹟
大
を
強
引
に
推
進
し
よ
う
と
し

て
、
既
得
領
域
の
保
全
を
第
一
と
す
る
楊
行
密
に
抑
え
ら
れ
た
不
満
か
ら
、
王
茂
章
は
楊
行
密
設
後
を
承
け
て
嗣
位
し
た
楊
渥
と
の
不
和
か

ら
、
李
遇
は
徐
温
の
専
権
に
封
す
る
反
接
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
叛
凱
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
九
五
六
年
に
至
っ
て
、
宣
州
巡
検
使
柴
克
宏
が
大
幅
な

(
刊
山
)

増
修
を
加
え
防
禦
力
を
強
化
し
た
。
後
周
世
宗
に
よ
る
南
唐
の
准
南
江
北
奪
取
作
戦
の
最
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
城
郭
修
築
の
意
闘
は
自
明

さ
ら
な
る
培
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。
南
麿
が
宋
に
併
合
さ
れ
る
一

O
数
年
前
の
こ
と
で
、
奮
城
を
大
惜
別
張

で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
九
六
三
年
に
、

し
て
城
周
一

O
里

一
九
三
歩
の
新
城
が
築
か
れ
た
。
長
さ
八
九
四
丈
(
約
五
里
)
・
深
さ
三
丈
有
能
の
城
譲
が
掘
削
さ
れ
、
防
禦
施
設
と
し
て
城

(

作

〉

そ
の
他
多
数
の
敵
棲
や
橋
道
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
宋
は
高
氏
剤
南
及
び
馬
氏
楚
を
併
合
し
て
長
江
中
流
域
を

壁
上
に
八
箇
所
の
大
棲
、

制
歴
し
、
先
南
後
北
策
を
着
質
に
推
進
し
て
お
り
、
准
南
江
北
の
地
を
既
に
失
っ
た
南
唐
に
と
っ
て
、
宣
州
の
地
は
園
都
江
寧
府
の
上
滋
に
位

- 44ー



置
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
要
衝
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

帥

教

州、|

城

大
中
九
年
(
八
五
五
)
に
城
周
一
里
四
二
歩
・
城
高
一
丈
八
尺
・
基
厚
一
丈
三
尺
五
寸
の
子
城
が
修
築
さ
れ
、

四
里
二
歩
・
城
高
一
丈
二
尺
の
羅
城
が
修
築
さ
れ
た
。
唐
末
中
和
以
前
の
子
城
が
元
来
の
数
州
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
羅
城
は
さ
ら
に
南
北
に
績
張
さ
れ
て
城
周
九
里
七
歩
と
蓄
に
倍
す
る
規
模
と
さ
れ
た
。
黄
由
来
の
観
後
の
混
凱
に
封
慮
す
る
た
め
の
措
置
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
先
、
威
通
六
年
(
八
六
五
〉
に
、
羅
城
西
北
外
に
堤
防
が
築
か
れ
て
い
る
。
夏
秋
に
し
ば
し

ば
温
水
を
繰
り
返
す
漠
水
か
ら
羅
城
基
部
を
守
禦
す
る
た
め
で
、
光
化
年
間
(
八
九
八
J
九
O
一
)
に
は
こ
の
堤
防
を
城
基
と
し
て
城
周
囲
里
徐

(
刊
叩
)

り
の
城
壁
が
築
か
れ
た
。
新
城
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
末
五
代
初
期
、
土
砂
を
盛
っ
た
だ
け
の
堤
防
城
基
の
脆
弱
さ
を
全
一面
的
に
改
修

し
、
「
今
、
嘗
に
深
さ
一
個
を
護
し
、
砂
石
を
扶
去
し
、
買
す
に
精
壌
を
以
て
し
、
重
ね
て
鎮
築
を
加
う
ベ
し
」
と
い
う
新
城
の
改
築
工
事
が

(

乃

)

三
城
使
等
の
監
督
の
下
で
行
な
わ
れ
た
。
三
城
使
と
は
、
子
城
・
羅
城
及
び
新
城
の
管
理
維
持
を
職
掌
と
す
る
使
職
で
あ
る
。
准
南
楊
行
密
が

教
州
を
確
保
す
る
の
が
景
一
隅
二
年
(
八
九
三
)
で
あ
り
、
光
化
年
聞
に
お
け
る
羅
城
西
北
堤
防
上
の
新
城
築
城
と
そ
の
後
の
新
城
大
改
修
は
、

と
も
に
楊
行
密
の
支
配
下
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
彼
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は
、
教
州
に
東
邦
す
る
杭
州
を
中
心

中
和
三
年
(
八
八
一
二
〉
に
域
周

中
和
五
年
に
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に
勢
力
抜
大
を
園
り
つ
つ
あ
っ
た
断
西
の
銭
謬
で
あ
っ
た
。

~ 

教
州
委
源
勝
城

(

加

)

城
壁
三
面
を
委
水
が
園
纏
す
る
立
地
で
あ
っ
た
。
唐
末
に
は
漆
や
茶
の
集
積
地
と
し
て
護
展
著
し

く
、
楊
果
の
領
域
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
鯨
城
城
壁
上
に
鼓
角
棲
や
挟
城
棲
が
設
け
ら
れ
た
。
楊
呉
太
和
年
間
(
九
二
九
J
三
四
)
に
は
、
北
鄭

開
元
二
六
年
(
七
三
八
)
の
新
置
懸
で
、

45 

の
郡
門
前
脚
、

西
郷
の
鏡
州
浮
梁
鯨
・
徳
輿
際
と
本
眠
怖
を
合
せ
た
四
牒
の
各
種
一
商
税
、
と
く
に
茶
税
徴
放
を
統
轄
す
る
た
め
に
委
源
蘇
域
内
に
都
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制
置
使
が
置
か
れ
、
軍
陵
も
駐
屯
し
て
、
こ
の
地
域
で
の
流
通
経
済
と
治
安
維
持
の
中
心
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
。
そ
し
て
南
唐
昇
元
二

年
(
九
三
八
)
に
、
城
周
九
里
三

O
歩
(
一
作
一

O
里
)
・
城
高
一
丈
八
尺
、
し
か
も
城
内
に
東
南
(
一
作
西
)
両
市
を
開
設
す
る
と
い
う
、
麻
城

〈
飢
〉

と
し
て
は
き
わ
め
て
大
型
の
新
城
が
築
か
れ
た
。
唐
末
五
代
期
に
お
け
る
地
場
産
業
の
勃
興
と
そ
の
護
展
に
伴
っ
て
大
き
く
襲
貌
す
る
江
南
の

牒
城
の
姿
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
軍
事
面
を
主
眼
と
し
た
州
豚
城
の
大
規
模
化
と
は
や
や
異
な
っ
た
背
景
に
因
る
例
で
あ

る

信~

池

州、I

城

(

位

)

永
泰
二
年
(
七
六
六
)
に
宣
州
西
半
を
析
い
て
設
け
ら
れ
た
新
置
州
で
あ
る
。
黄
由
来
叛
観
軍
が
贋
州
を
遺
棄
し
て
北
へ
の
流
意
を
再
開
し
、

乾
符
六
年
(
八
七
九
〉
十
一
月
に
は
江
西
・
折
、
江
の
能
・
信
・
池
・
宣
・
教
・
杭
等
一
五
州
が
大
き
な
被
害
を
う
け
た
。
池
州
城
は
「
屋
字
城

壁
の
事
無
く
、
市
井
人
物
の
類
も
無
し
」
と
い
う
徹
底
的
な
破
壊
を
被
っ
た
が
、
中
和
元
年
(
八
八
一
)
に
池
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
て
き
た

貸
橘
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、
「
既
に
城
壁
あ
り
、
則
ち
人
は
以
て
冠
を
避
く
る
を
得
、
厩
署
あ
り
、
則
ち
物
は
以
て
務
を
営
む
を
得
た
り
。
鼓

(
回
)

角
器
械
、
鹿
堂
遊
康
、
自
ら
濠
藍
の
四
隅
に
周
り
、
其
の
聞
の
ま
さ
に
建
置
す
べ
き
者
、
一
と
し
て
闘
く
所
無
し
」
と
防
禦
施
設
を
含
め
た
守

城
強
化
が
園
ら
れ
た
。
翌
年
に
賓
橘
は
宣
教
観
察
使
と
し
て
宣
州
に
移
る
が
、
同
年
十
二
月
、
黄
出
来
叛
観
軍
か
ら
の
降
絡
で
和
州
刺
史
と
な
っ

(
剖
〉

か
つ
池
州
も
ま
た
秦
彦
の
勢
力
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
寅
菓
軍
が
北
へ
去
っ
た
後
の
こ
の
時
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た
泰
彦
に
よ
っ
て
宣
州
を
逐
わ
れ
、

期
、
宣
州
・
池
州
地
方
で
は
群
雄
諸
勢
力
の
め
ま
ぐ
る
し
い
攻
防
が
展
開
さ
れ
、
楊
行
密
が
池
州
の
地
を
確
保
す
る
の
は
も
う
少
し
先
の
こ
と

で
あ
る
。

制

市員

州、l

城

一
幅
州
城
も
唐
末
に
な
っ
て
は
じ
め
て
具
鰻
的
な
姿
が
判
明
す
る
。

黄
泉
叛
観
軍
が
一
帽
建
を
流
露
し
て
南
へ
去
っ
た
直
後
の
中
和
年
開
(
八
八



一
〉
，
、
八
五
〉
、
一
隅
建
観
察
使
鄭
鍾
に
よ
っ
て
東
南
隅
の
接
張
が
な
さ
れ
た
。
つ
い
で
文
徳
元
年
(
八
八
八
〉
に
陳
巌
が
さ
ら
に
携
張
増
修
し
て
瓢
城

(

お

)

と
し
た
が
、
そ
の
規
模
は
城
周
二
三
三
歩

(
0
・
六
五
里
)
と
い
う
小
さ
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
陳
巌
は
建
州
の
人
で
、
黄
出
来
軍
の
一
隅
建

流
窟
に
際
し
て
九
龍
軍
と
い
う
自
衛
集
圏
を
結
成
し
て
郷
村
防
衛
に
活
躍
し
、
中
和
四
年
ハ
八
八
四
)
に
鄭
鑑
に
代
っ
て
一
隅
建
観
察
使
と
な
っ

〈

前

〉

た
人
物
で
あ
る
。
一
隅
州
城
の
大
増
築
が
な
さ
れ
る
の
は
、
闘
園
の
建
園
者
王
審
知
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
王
潮
・
王
審
知
兄
弟
は
、
秦
宗
擢
の
暴

政
を
避
け
て
河
南
光
州
か
ら
江
西
を
南
下
し
、
江
・
洪
・
慶
州
を
経
て
一
隅
建
南
部
の
汀
・
海
州
を
抜
く
の
が
光
啓
元
年
(
八
八
五
)
、
翌
年
に
は

海
岸
線
を
北
上
し
て
泉
州
を
陥
し
、
景
一
隅
二
年
(
八
九
三
)
に
は
一
隅
州
を
も
制
し
て
、
王
潮
は
一
隅
建
観
察
使
を
稽
し
、
一
踊
建
の
ほ
ぼ
全
域
を
押
え

て
闘
園
の
基
礎
を
築
い
た
。
乾
寧
四
年
(
八
九
七
)
、

兄
王
潮
の
死
を
承
け
て
一
隅
建
観
察
使
と
な
っ
た
王
審
知
が
そ
の
本
援
一
隅
州
城
の
大
々
的
な

蹟
張
増
修
を
行
な
う
の
が
天
復
元
年
(
九
O
一
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
奮
城
を
取
り
込
ん
で
城
周
二
六
里
の
羅
城
が
築
か
れ
た
。
一
五
尺
も

掘
り
下
げ
て
域
基
を
固
め
、
版
築
工
法
で
造
成
さ
れ
た
城
高
は
二

O
尺
、
基
厚
は
一
七
尺
、
外
壁
は
一
五

O
O寓
片
の
郭
で
葺
か
れ
た
騒
城
構

遣
と
さ
れ
た
。
こ
の
膨
大
な
額
数
が
決
し
て
誇
大
で
な
い
こ
と
は
、
後
述
の
南
宋
期
桂
州
城
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
羅
城
上
に
は
廊
と

呼
ば
れ
る
建
造
物
が
一
八
一

O
開
設
け
ら
れ
、
廊
の
突
出
部
、
つ
ま
り
馬
面
機
能
に
相
嘗
す
る
部
一位
で
は
敵
棲
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
三
箇

所
は
重
屠
構
造
で
あ
っ
た
。
城
壁
直
下
へ
の
視
界
を
良
く
し
て
城
下
に
劃
す
る
攻
撃
上
の
死
角
を
少
な
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
敵
棲
を
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含
む
廊
の
設
置
開
隔
は
単
純
計
算
で
五
・
二
歩
(
約
八
米
)
毎
と
な
り
、

驚
く
ほ
ど
緊
密
で
あ
る
。

「
鼓
を
以
て
更
を
司
る
」
た
め
の
施
設
で
あ
る
。
遁
常
で
は
時
刻
を
知
ら
せ
る
鼓
棲
や
鍾
棲
等
は
域
内
中
心
部
に
置
か

ま
た
廊
に
は
一
定
間
隔
毎
に
三
六
箇
所
の

更
鋪
が
設
け
ら
れ
た
。

れ
る
も
の
で
あ
り
、
羅
城
上
に
こ
の
よ
う
に
多
数
の
更
鋪
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
非
常
時
に
お
け
る
守
城
指
揮
の
迅
速
な
停
達
等
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
城
隅
に
は
角
棲
六
箇
所
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
二
箇
所
は
遠
望
の
き
く
三
層
構
造
と
さ
れ
た
。
城

隅
角
棲
六
箇
所
と
あ
れ
ば
、
城
壁
の
一
部
屈
曲
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
城
門
は
各
面
二
門
で
計
八
門
、
す
べ
て
鍛
製
門
扇
と
銅
製
か
儲
舎
で
、

各
門
上
に
は
門
棲
が
設
け
ら
れ
た
。
城
郭
防
禦
上
の
最
大
の
弱
貼
は
城
門
部
分
で
あ
り
、
そ
の
劃
策
が
こ
こ
に
見
え
る
。
と
く
に
火
攻
を
想
定

し
た
城
門
強
化
で
あ
る
。
そ
の
他
、
九
箇
所
の
暗
門
、
三
箇
所
の
水
門
が
設
け
ら
れ
、
う
ち
二
水
門
は
上
下
に
移
動
す
る
門
柵
と
し
た
懸
門
構

47 
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造
で
、
帆
柱
を
倒
せ
ば
船
の
出
入
が
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
羅
城
の
南
北
外
側
に
爽
城
を
築
き
、
こ
れ
を
南
月
城

・
北
月
城
と
言
っ
た
。
南

月
城
上
に
は
廊
一

O
一
三
開

・
敵
楼
四
九
箇
所
が
設
置
さ
れ
、
二
門
・
入
暗
門
・
二
水
門
が
聞
か
れ
た
。
北
月
城
上
に
は
廊
六
四
二
聞

・
敵
棲

(
町
山
)

ニ
六
箇
所
が
設
置
さ
れ
、
二
門
・
四
暗
門
・
二
水
門
が
聞
か
れ
た
。
月
城
は
聾
城
と
も
呼
ば
れ
、
本
来
は
防
城
上
で
の
弱
貼
で
あ
る
城
門
部
分

の
防
禦
を
強
化
す
る
た
め
に
、
城
門
外
を
牟
月
形
等
の
小
規
模
城
壁
で
園
践
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
南
北
南
月
城
は
は
る
か
に

規
模
の
大
き
な
、
事
賃
上
は
羅
城
南
北
面
の
外
側
全
瞳
に
築
か
れ
た
外
城
で
あ
る
。
月
城
に
撃
た
れ
た
暗
門
の
多
さ
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
う
か

が
え
る
。
羅
城
上
か
ら
の
防
禦
だ
け
で
な
く
、
羅
城
と
月
城
に
は
さ
ま
れ
た
空
間
に
多
数
の
選
撃
用
兵
力
を
配
備
し
、
外
敵
の
不
意
を
突
い
て

出
撃
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
こ
れ
ら
月
域
の
暗
門
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
間
江
に
面
し
た
南
月
城
に
暗
門
数
が
多
く
、
南

面
か
ら
の
攻
撃
に
劃
す
る
防
禦
強
化
に
意
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
非
常
時
を
強
く
想
定
し
て
、
き
わ
め
て
強
固
な
防
禦
諸

施
設
を
完
備
し
た
城
郭
の
質
鰻
を
こ
れ
ほ
ど
具
瞳
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
例
は
、
宋
以
前
の
も
の
と
し
て
は
稀
有
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
日

敵
棲
高
く
峠
ゆ
。

露
屋
雲
の
ご
と
く
横
た
わ
り
、
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ち
な
み
に
近
年
出
土
し
た
王
審
知
墓
誌
銘
に
「
重
城
を
創
築
す
る
こ
と
緯
廊
四
十
徐
里
、

(
回
)

軍
民
の
築
業
を
保
ち
、
闘
越
の
江
山
を
鎮
む
」
と
見
え
て
い
る
。
五
代
期
後
宇
の
九
四
六
年
、
後
耀
者
を
め
ぐ
る
内
紛
か
ら
王
氏
一
族
が
泉
州

と
湾
州
で
自
立
し
た
分
裂
混
凱
に
乗
じ
て
南
唐
が
闘
を
併
合
し
た
際
、
一
隅
州
城
の
攻
防
は
ま
ず
西
闘
が
陥
さ
れ
、

ら

、

し

て

二

O
敷
日
の
聞
頑
強
に
抵
抗
し
績
け
、
つ
い
に
九
月
辛
丑
に
至
っ
て

つ
い
で
外
郭
も
陥
さ
れ
な
が

矯
」

「第
二
城
を
固
守
」

(

回

)

っ
た
と
見
え
る
。
外
城
再
重
と
は
羅
城
南
北
を
大
き
く
圏
緯
す
る
雨
月
城
、
第
二
城
と
は
子
城
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ

(

卯

)

東
闘
の
存
在
も
知
ら
れ
る
。
羅
城
南
北
外
に
は
月
城
が
設
け
ら
れ
城
門
防
禦
は
ほ
ぼ
完
壁
で
あ
る
の
に
封

「
外
域
再
重
、

皆
な
唐
兵
の
擦
る
所
と

の
時
期
に
は
西
闘
だ
け
で
な
く
、

し
、
東
西
面
の
主
要
城
門
の
防
禦
強
化
策
が
こ
れ
ら
東
西
闘
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
唐
末
以
降
、
江
南
各
地
の
主
要
城
郭
が
群
雄

の
本
懐
と
し
て
蹟
張
増
修
さ
れ
る
諸
例
中
で
、
具
瞳
像
が
最
も
詳
細
に
剣
る
の
が
王
氏
聞
の
本
援
一
繭
州
城
で
あ
る
。
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建

州、|

城

唐
中
期
の
建
中
元
年
(
七
八
O
)
に
、
建
州
刺
史
陳
長
源
に
よ
っ
て
城
周
九
里
三
四
三
歩
・
城
高
二
丈
・
基
厚
一
丈
二
尺
・
城
門
九
の
州
城

が
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
の
規
模
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
唐
末
天
一
柘
年
開
ハ
九
O
四
J
O七
〉
に
、
刺
史
孟
威
が
南
羅
城
を
添
築
し
て

(

町

山

)

(

位

)

い
る
。
つ
い
で
九
四
一
年
に
、
さ
ら
に
増
築
さ
れ
て
城
周
二

O
里
と
蓄
に
倍
す
る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
第
五
代
間
主
王
延
義
と
掛
立
し

た
弟
の
建
州
刺
史
王
延
政
の
手
に
な
る
大
増
築
で
あ
る
。
王
延
政
は
つ
い
で
建
州
を
以
て
自
立
し
て
肢
と
競
し
、
王
延
義
戦
害
後
に
第
六
代
間

主
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
閣
の
内
紛
に
よ
る
自
衛
策
と
し
て
の
増
築
で
あ
り
、
や
は
り
軍
事
目
的
を
第
一
義
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
羅
城
内
に

(
回
〉

は
城
周
囲
里
・
城
高
一
丈
八
尺
・
基
厚
一
丈
の
子
城
が
か
つ
て
存
在
し
て
お
り
、
創
建
時
は
不
明
な
が
ら
、
建
中
以
前
の
建
州
域
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。

。。
桂

州、i

城
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唐
初
武
徳
五

1
六
年
(
六
二
二
J
一
一
一
二
〉
に
桂
川
綿
管
李
靖
に
よ
っ
て
潤
江
西
岸
に
城
周
三
里
絵

・
城
高
一
丈
二
尺
の
城
郭
が
築
か
れ
た
。
そ

の
後
、
大
中
年
間
(
八
四
七
J
六
O
)
に
桂
管
都
防
禦
〈
観
察
〉
使
察
襲
が
外
羅
城
を
築
き
、
唐
初
以
来
の
州
城
は
取
り
込
ま
れ
て
子
城
と
な
っ

た
。
唐
末
光
啓
年
間
(
八
八
五
J
八
八
)
に
は
桂
管
観
察
使
棟
環
に
よ
っ
て
さ
ら
に
外
羅
城
西
北
部
に
周
六

1
七
里
の
爽
城
が
築
か
れ
た
。
「
是

し
ず

れ
諸
管
力
を
展
ベ
、
日
ご
と
に
寓
人
を
役
し
、
時
な
ら
ず
し
て
就
く
。
気
色
を
増
崇
し
、
殿
め
る
こ
と
長
城
の
若
し
。
南
北
の
行
放
、
皆
な
此

(

倒

)

に
集
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
資
集
散
の
一
中
心
と
し
て
域
外
の
市
街
地
化
が
準
行
し
、
そ
れ
ら
の
地
匝
を
城
壁
で
包
括
し
た
域
開
の
如
く

で
あ
る
が
、
増
修
の
背
景
に
は
や
は
り
軍
事
上
の
要
請
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
南
詔
の
攻
勢
が

激
化
し
、
北
は
剣
南
西
川
、
東
は
桂
管
、
南
は
悩
巴
管
・
安
南
方
面
で
唐
朝
は
も
っ
ぱ
ら
守
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
剣
南
西
川
の

(

%

)

 

使
府
成
都
府
城
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
全
く
同
じ
理
由
か
ら
大
培
修
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
唐
末
に
お
け
る
桂
州
城
の
績
張
培
修
は
、
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
自
立
化
を
強
め
る
内
地
群
雄
の
本
援
と
し
て
の
城
郭
培
修
と
は
や
や
そ
の
背
景
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

唐
代
桂
州
城
の
子
城
・
羅
城
・
爽
城
の
お
よ
そ
の
卒
面
。
フ
ラ
ン
を
知
る
上
で
恰
好
の
資
料
が
近
年
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
宋
威
淳
八
年

(
一
二
七
二
〉
頃
に
城
北
鵬
鵡
山
南
麓
に
刻
せ
ら
れ
た
摩
崖
の
「
静
江
府
城
池
園
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

南
宋
末
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
に

一
時
攻
陥
さ

れ
た
後
、
そ
の
戟
訓
か
ら
四
次
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
抜
張
増
修
が
な
さ
れ
た
具
睦
的
記
録
で
あ
る
「
静
江
府
修
築
城
記
」
に
附
刻
さ
れ
た
の

が
本
閏
で
あ
る
。
本
固
に
よ
っ
て
、
府
治
を
園
躍
す
る
の
が
唐
初
に
築
か
れ
た
子
城
を
基
礎
と
し
た
も
の
、
そ
の
北
側
に
破
棄
さ
れ
た
外
羅
城

さ
ら
に
北
側
の
献
波
山
沿
い
に
東
西
に
走
る
城
壁
が
唐
末
に
築
か
れ
た
爽
城
線
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
誼
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

の
北
壁
、

第
一
次
の
新
城
(
外
羅
城
〉
建
設
に
用
い
ら
れ
た
瓢
は
一
一
、

O
五
回
、

0
0
0片、

第
二
次
の
西
郭
外
城
(
羊
馬
城
)
に
は
六
、

二
三

O
、
/i、

七
O
片
、
第
三
次
の
東
郭
外
石
城
に
は
四
四
二
、

0
0
0片
、
第
四
次
の
北
郭
外
城
に
は
二
、
九

O
八
、
四
一
一
一
片
の
純
計
二

O
、
六
三
五
、

(

何

)

二
人
二
片
の
多
き
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
よ
り
約
三
七

O
年
前
の
唐
末
に
、
王
審
知
が
大
接
張
し
た
一
隅
州
城
で
用
い
ら
れ
た
騒
が

て

五

O
O高
片

で
あ
っ
た
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
一
隅
州
城
の
額
城
構
造
の
強
固
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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結

室E
ロロ

以
上
に
比
較
的
規
模
や
構
造
の
剣
る
三

O
州
鯨
〈
一
銀
を
含
む
)
の
城
郭
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
地
域
別
に
分
類
す
る
と
、
唐
代
一
五

道
別
で
は
、
山
南
東
道
に
属
す
る
も
の
一
、
准
南
道
一
、
江
南
東
道
二
一
、
江
南
西
道
六
、
嶺
南
道
一
と
な
る
。
唐
後
半
期
の
藩
鎖
別
で
は
、

刑
南
一
、
准
南
一
、
新
西
九
、
漸
東
入
、
江
西
四
、
宣
教
四
、
一
踊
建
二
、
桂
管
一
と
な
る
。
五
代
十
園
の
領
域
別
で
は
、
吉
岡
氏
荊
南
一
、
楊
氏

一
三
、
銭
氏
呉
越
二
二
、
王
氏
闘
二
、
劉
氏
南
漢

一
と
な
る
が
、
こ
の
分
類
は
最
終
的
な
蹄
属
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

唐
末
五
代
初
期
で
は
中
小
群
雄
勢
力
の
本
援
で
あ
っ
た
も
の
が
過
牟
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
遁
り
で
あ
る
。

果
(
の
ち
李
氏
南
麿
)

明
確
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

唐
末
五
代
期
に
お
け
る
華
中
・
華
南
の
城
郭
の
規
模
や
構
造
に
関
し
て
は
、
華
北
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
具
憧
的
様
相
が
突
出
し
て

宋
元
期
に
編
纂
さ
れ
た
古
地
志
が
比
較
的
良
く
博
わ
っ
て
い
る
こ
と
(
『
永
祭
大
典
』
等
の
類

無
論
、



書
に
引
用
さ
れ
る
も
の
を
含
む
)
と
い
っ
た
史
料
上
の
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
事
責
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
「
新
築
城
記
」
・
「
修
築
城
記
」

等
の
記
録
が
少
な
か
ら
ず
存
し
て
い
る
こ
と
に
依
る
所
が
大
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
記
録
が
唐
末
五
代
期
に
集
中
し
て
い
る
貼
が
特
に
重

要
で
あ
る
。
同
時
期
の
華
中
・
華
南
で
の
こ
れ
に
類
す
る
記
録
は
本
稿
で
参
照
し
た
も
の
に
数
倍
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
華
北
で
の
同
様
の
記
銭
と
し
て
は
、

中
和
二
年
(
八
八
二
)
の
題
記
の
あ
る
河
中
府
「
解
豚
新
城
碑
」
等
、

ご
く
わ
ず
か
が
停
わ
る
だ
け

で
あ
る
。
華
北
の
五
代
政
権
地
域
と
華
中
・
華
南
の
十
園
政
権
地
域
と
の
城
郭
修
築
に
関
す
る
記
録
の
残
存
政
の
多
寡
は
、
そ
の
ま
ま
嘗
時
の

北
と
南
で
の
城
郭
修
築
の
頻
度
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
華
北
で
の
五
代
政
権
の
興
亡
、
さ
ら
に
は
契
丹
の
直
接
的
な
軍
事
介
入
な
ど
、

華
北
で
も
激
し
い
攻
城
戦
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
中
・
華
南
で
の
城
郭
の
修
築
や
増
修
が
格
段
に

頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
事
責
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

五
代
政
権
と
異
な
り
、
十
園
政
権
が
互
い
に
園
境
を
接
し
つ
つ
併
存
し
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
隙
あ
ら
ば
都
圏
領
域
を
侵
蝕

し
て
自
領
機
大
を
窺
う
と
レ
う
緊
張
し
た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出
来
よ
う
。
四
川
の
前
・
後
萄
は
別
と
し
て
、
華
中
・
華
南
で
は
境
域

を
劃
す
べ
き
確
た
る
地
理
的
-
境
界
線
が
存
し
な
い
。
十
園
の
各
園
園
境
線
は
あ
く
ま
で
も
人
魚
的
な
も
の
で
あ
り
、
力
闘
係
で
か
な
り
の
襲
更

が
あ
り
得
た
。
と
く
に
呉
(
南
唐
〉
と
呉
越
と
の
園
境
は
人
篤
的
要
因
が
大
で
あ
り
、

て
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に、
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こ
の
商
圏
内
で
の
城
郭
の
援
張
培
修
の
例
が
と
び
抜
け

第
二
に
は
、
唐
末
五
代
初
期
に
お
い
て
華
中
・
華
南
で
多
数
の
中
小
群
雄
が
多
様
な
分
擢
化
傾
向
の
動
き
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
の

出
自
は
在
地
土
豪
、
郷
村
自
衛
集
圏
、
群
盗
か
ら
の
成
り
上
り
、
さ
ら
に
は
少
数
民
族
出
身
等
と
多
彩
で
あ
り
、
策
出
来
叛
能
軍
が
激
し
く
江
南

各
地
を
流
冠
し
て
去
っ
た
後
の
祉
曾
的
大
混
凱
期
に
一
一
挙
に
撞
頭
し
て
く
る
。
元
来
、
弱
少
兵
力
し
か
保
持
し
な
か
っ
た
観
察
使
を
配
置
し
た

だ
け
の
唐
朝
の
江
南
統
治
瞳
制
が
完
全
に
崩
壊
し
、
軍
事
的
な
空
白
が
生
じ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
多
数
の
中
小
群
雄
の
地
域
割
援
を
可
能
に
し

51 

た
の
で
あ
り
、
と
く
に
江
西
南
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
数
民
族
の
自
立
化
の
動
き
は
唐
朝
支
配
の
終
駕
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
十
固
に
牧
放
さ
れ
る
以
前
の
こ
れ
ら
中
小
群
雄
に
よ
る
地
域
支
配
の
援
黙
と
し
て
、
彼
等
が
本
擦
と
す
る
城
郭
が
並
は
ず
れ
て
大
々
的
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に
惜
別
張
増
修
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
流
通
経
済
の
活
性
化
と
の
関
連
を
指
摘
出
来
よ
う
。
豊
か
な
江
南
の
生
産
力
を
背
景
に
、

十
園
の
領
内
振
興
策
と
相
ま
っ
て
、

そ
の
中
心
地
と
な
る

多
様
な
地
場
産
業
が
輿
り
、
商
品
物
資
の
流
通
が
盛
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
贋
域
な
流
通
園
が
形
成
さ
れ
、

よ
う
な
州
豚
城
郭
で
は
必
然
的
に
人
口
増
加
を
き
た
し
、
従
前
の
城
郭
規
模
で
は
容
ま
り
切
れ
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

華
中

・
華
南
に
お
け
る
城
郭
の
大
規
模
化
に
つ
い
て
は
、
右
の
三
側
面
か
ら
ほ
ぼ
説
明
出
来
よ
う
。
と
は
言
え
、
や
は
り
軍
事
的
要
請
に
基

づ
く
と
こ
ろ
が
最
も
大
き
く
、
ま
さ
し
く
時
代
性
の
反
映
が
城
郭
の
あ
り
様
に
額
著
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宋
は
十
園
の
併
合
過
程
で
、

こ
れ
ら
大
規
模
化
し
た
州
豚
城
郭
の
強
固
な
防
禦
諸
施
設
を
撤
去
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
は
城
郭
規
模
の
縮
小
を
行
な
っ
て
い
る
。
宋
朝
に

よ
る
こ
の
よ
う
な
州
豚
城
郭
の
規
模
の
「
適
正
」
化
は
、
内
飢
防
止
策
で
あ
る
と
と
も
に
、
均
一
で
小
さ
な
地
方
行
政
府
に
立
脚
し
た
文
官
支

配
睦
制
の
貫
徹
と
い
う
統
一
後
の
統
治
原
則
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

詰(1
)

拙
稿

「唐
代
太
原
城
の
規
模
と
構
造
」
(
唐
代
史
研
究
舎
編
『
中
園

に
お
け
る
都
市
の
歴
史
的
研
究
』
所
枚

一
九
八
八

刀
水
書
房
)
参

昭…。

(
2
)

拙
稿
「
唐
代
の
揚
州
城
と
そ
の
郊
医
」

(
梅
原
郁
編

『
中
図
近
世
の

都
市
と
文
化
』
所
収
一
九
八
四
京
都
大
準
人
文
科
皐
研
究
所
)
参

照。

(

3

)

『
元
和
郡
豚
闘
志
』
巻
一
一
一一
太
原
府
文
水
勝
候
。

(
4

)

買
耽
『
郡
園
豚
道
記
』

(『
漢
唐
地
理
書
紗
』
所
牧
)
。

(

5

)

『
沓
唐
書
』
巻
一
一
一
九
地
理
士
山
二
刑
州
江
陵
豚
僚
、
『
奥
地
紀
勝
』

江
陵
府
候
所
引
『
元
和
士
山
』
逸
文
。

(
6
〉
『
太
卒
庚
記
』
巻
一
九
七
江
陵
書
生
傑
ハ
出
『
玉
堂
開
話
』〉
。
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(

7

)

『
資
治
通
鑑
』

巻
二
五
三
乾
符
五
年
(
八
七
八
)
正
月
燦
。

(8
)

『
沓
五
代
史
』
各

一一二三、

『
新
五
代
史
』
巻
六
九
高
季
輿
停
、
『
逼

鑑
』
巻
二
六
八
乾
化
二
年
(
九
一

二
)
閏
五
月
、
同
各
二
七
一
龍
徳
元

年
(
九
二
一
)
十
二
月
係
。

(
9
)

宋
周
羽
神
撰
コ
二
一
楚
新
銀
』
巻
三
。

(凶
)
『
全
唐
文
』
を
八
六
八
段
文
圭
「
後
唐
張
崇
修
底
州
外
羅
城
記
」。

(孔
)
『
逼
典
』
各

一
五
二
兵
典
五
守
拒
法
傑

「耳
目
重
、
高
下
輿
城
等
、

去
城
百
歩
、
毎
翠
相
去
亦
如
之
。

下
閥
四
丈
、
高
五
丈
、
上
関
二
丈、

上
建
女
踏
。
翠
内
通
国
道
、
安
居
膝
梯
、
人
上
使
各
枚
。
中
設
醗
幕
、

置
笥
手
五
人
、
備
乾
積
水
火
。
」

(
ロ
〉
『
遁
鑑
』

巻
二
六
七
後
梁
関
卒
二
年
十
一
月
係
、
前
掲
「
修
外
羅
城
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記」。

(
日
)
『
通
鑑
』
各
二
六
八
後
梁
乾
化
三
年
十
月
・
同
巻
二
六
九
同
年
十
二

月
旗
開
、
前
掲
「
修
外
羅
城
記
」
。

(

M

)

『
元
和
志
』
巻
二
五
潤
州
係
、
『
翠
指
定
銀
江
士
ど
を
二
城
池
係
。

(
民
〉
『
新
唐
書
』
各
一
七
九
王
務
停
。

(
日
目
)
『
通
鑑
』
袋
二
五
六
光
感
三
年
三
月
僚
、
『
嘉
定
銀
江
志
』
袋
二
城

池
係
。

(
げ
)
劉
建
園
「
E

日
陵
羅
城
初
探
」
、
銀
江
博
物
館
「
銀
江
市
東
菅
耳
目
陵
羅

域
的
調
査
和
試
掘
」
(
『
考
古
』
一
九
八
六
|
五
)
。

(
時
)
『
至
順
銀
江
志
』
各
二
減
池
篠
。

(
凶
)
『
遁
鑑
』
各
二
八
一
後
E
日
天
一
幅
三
年
五
月
僚
。

(
却
)
同
右
各
二
五
七
光
啓
三
年
十
一
月
篠
「
越
際
綾
上
元
、
(
中
略
〉
治

南
朝
牽
城
而
居
之
。
(
胡
注
)
陪
之
卒
陳
也
、
悉
設
建
康
蚤
城
、
卒
蕩

耕
墾
、
更
於
石
頭
城
置
蒋
州
。
唐
慶
蒋
州
、
以
其
地
殺
潤
州
。
光
啓
二

年
、
復
置
昇
州
、
治
上
元
豚
。
蓋
霊
城
之
壇
慶
久
実
。
」

〈
幻
)
同
右
巻
二
七
八
後
唐
長
輿
三
年
八
月

・
四
年
五
月
係
、

『
且
尽
定
建
康

士
山
』
巻
二

O
城
闘
志
一
。
な
お
『
逼
鑑
』
で
は
城
周
を
コ
一
十
里
」
に

作
る
。

(
幻
)
同
右
巻
二
八
一
後
耳
目
天
一
幅
二
年
正
月
僚
。

(
幻
)
『
威
淳
此
陵
士
山
』
巻
三
城
郭
係
、
南
京
師
範
皐
院
地
理
系
江
蘇
地
理

研
究
室
編
『
江
蘇
城
市
地
理
』
(
一
九
八
二
江
蘇
科
暴
技
術
出
版
社
)

所
載
地
図
参
照
。

(
剖
)
『
通
鑑
』
巻
二
九
三
後
周
囲
相
徳
三
年
三
月
僚
。

ハ
お
)
『
嘉
靖
江
陰
豚
士
山
』
倉
一
一
城
池
候
所
引
『
鮮
符
間
経
』
。

(
お
)

『遁
鑑
』
巻
二
六
七
後
梁
関
卒
二
年
九
月
篠
「
呉
越
賂
張
仁
保
攻
常

州
之
東
洲
、
放
之
。
〈
拐
注
)
宋
白
目
、
通
州
海
門
豚
東
南
、
隔
水
二

百
絵
里
、
本
東
洲
録
。
」
、
同
巻
二
六
八
後
梁
乾
化
三
年
三
月
篠
「
(
奥

越
)
終
水
軍
攻
奥
東
洲
、
以
分
其
兵
勢
。
(
胡
注
)
東
洲
、
卸
常
州
東

洲
也
。
」
、
同
巻
二
七

O
後
梁
貞
明
五
年
三
月
僚
「
(
銭
鯵
〉
自
東
洲
撃

奥
。
(
胡
注
)
自
常
州
東
洲
出
海
、
復
沢
江
而
入
以
撃
奥
。
」
内

(
幻
)
『
元
和
志
』
悠
二
五
蘇
州
係
。

(
お
)
『
乾
遁
臨
安
士
山
』
巻
二
域
社
候
所
引
『
九
域
志
』
、
貌
嵩
山
「
杭
州

城
市
的
興
起
及
其
城
匿
的
援
展
」
(
『
歴
史
地
理
』
創
刊
貌
一
九
八

一
)
、
斯
波
義
信
「
宋
都
杭
州
の
一
商
業
核
」
(
梅
原
郁
編
『
中
園
近
世
の

都
市
と
文
化
』
一
九
八
四
、
の
ち
『
宋
代
、
江
南
経
済
史
の
研
究
』
所
牧

一
九
八
八
汲
古
書
院
)
。

(
m
m
)

『
遁
鑑
』
径
二
五
九
景
一
幅
二
年
七
月
僚
、
『
威
淳
臨
安
士
山
』
巻
一
八

域
郭
係
、
『
呉
越
備
志
』
巻
一
武
粛
王
係
。

(
ぬ
〉
『
古
田
7

渓
筆
談
』
倉
一
一
一
一
権
智
係
、
『
呉
越
備
士
山
』
同
前
係
。

(
但
)
『
元
盟
九
域
士
官
巻
五
爾
漸
路
杭
州
係
。

(
幻
)
『
文
苑
笑
芸
十
』
各
八
一
一
羅
隠
「
東
安
鎮
新
築
羅
城
記
」
。

(
お
)
前
掲
「
新
築
羅
城
記
」
、
『
通
鑑
』
巻
二
六

O
乾
寧
二
年
十
月
保
。

〈
鈍
)
『
嘉
泰
奥
輿
士
山
』
巻
二
域
池
僚
、
『
永
祭
大
典
』
巻
二
二
七
六
所
引

『
呉
奥
歯
相
志
』
。

(
お
)
『
文
苑
英
華
』
各
八

O
八。

(
お
〉
『
逼
鑑
』
各
一
一
六
一
乾
寧
四
年
九
月
係
。

(
幻
)
『
武
経
線
要
』
「
白
露
屋
、
以
江
竹
或
検
柳
傑
編
、
如
窮
底
獄
、
外

塗
石
灰
、
有
門
有
媛
、
中
容

一
人
、
以
震
候
望
。
毎
敵
接
戦
棚
上
五
聞

置

て
折
於
爾
傍
、
施
木
桓
馬
箆
篠
笛
、
際
人
於
下
、
持
泥
絞
腕
搭
、

以
備
火
攻
。
」
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(
お
)

『町
議
泰
呉
輿
志
』単
位
二
城
池
係
、
『
永
楽
大
典
』
巻
二
二
七
六
所
引

『
(
呉
輿
)
統
記
』
。
張
図
塗
『
中
園
古
方
志
考
』
(
一
九
六
二
中
華

書
局
)
に
擦
れ
ば
、
『
呉
興
統
記
』
は
北
宋
景
徳
元
年
序
で
あ
り
、
唐

五
代
期
の
記
事
に
つ
い
て
の
資
料
債
値
は
高
い
。

(
ぬ
)
『
元
和
士
山
』
巻
二
五
陸
州
候
、
『
全
唐
文
』
巻
二

O
O沈
成
一
踊
「
議

移
陵
州
治
所
疏
略
」
。

(
ω
)

『通
鑑
』
巻
二
五
六
中
和
四
年
末
僚
。

(
H
U

〉

『
淳
照
殿
州
園
経
』

各
一
一
滅
位
候
「
羅
城
、
周
回
十
二
塁
二
歩
。

(
(
注
〉
弓
街
大
際
記
云
、
陳
歳
築
羅
域
。
按
奮
経
、
周
回
十
九
里
、

高
二
十
五
尺
、
閥
二
丈
五
尺
。
今
城
、
宣
和
三
年
、
卒
方
胤
後
、
知
州

周
格
重
建
。
)
子
城
、
周
回
三
里
。
」

(
必
)
『
通
鑑
』
各
二
六
五
天
祐
二
年
十
二
月
係
。

(
必
)
『
嘉
泰
含
稽
志
』
径
一
一
城
郭
係
。

(
川
崎
)
『
通
鑑
』
巻
二
六

O
乾
寧
三
年
五
月
係。

(
必
)
『
嘉
泰
舎
稽
士
官
巻
一
一
城
郭
係
。

(
必
)
光
緒
一
九
年
(
一
八
九
三
〉
測
絢
「
紹
興
府
城
路
衛
園
」
(
貌
仲

筆
・
徐
泳
若
主
編

『紹
輿
』
中
園
歴
史
文
化
名
城
叢
書
之
一

一
九

八
六
中
園
建
築
工
業
出
版
社
)
。

(
U
)
『
嘉
泰
舎
稽
志
』
巻
二
一
諸
笠
豚
係
。

(
必
)
同
右
同
巻
新
昌
鯨
係
、

『高
暦
新
昌
豚
士
山
』
各
一
建
置
志
城
池
篠

(
天
一
閤
磁
明
代
地
方
志
選
刊
第
一
九
朋
)
。

(
必
)
『
唐
文
拾
遺
』
巻
三

O
雀
敵
「
東
武
棲
碑
記
」
。
出
正
取
は
禽
昌
元
i

三
年
(
八
四
一

J
四
一
ニ
)
の
聞
の
衛
州
刺
史
で
あ
る
。

(
印
)
『
遁
鑑
』
各
二
六
五
天
蹴
元
年
十
一
月
係
。

(
日
)
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
各
九
三
街
州
係
。

(
臼
)
『
嘉
靖
温
州
府
志
』
径

一
城
池
係

(天

一
閣
第

一
七
郎)。

(
臼
)
『
嘉
定
赤
城
士
山
』
巻
二
地
里
門
城
郭
篠
。

(
U
A
)

『
唐
禽
要
一
』

品位
七
一
州
鯨
改
置
下
、
『
賀
刻
叢
編
』
倉
一
一
ニ
「
唐
移

州
城
記
」
。

(
臼
)
『
乾
道
四
明
園
経
』
各

一
一
城
池
係
、
『
質
問
胤
四
明
績
志
』
巻
三
城
郭

係
。

(
臼
)
同
右
同
僚
。

(
幻
)
『
貸
出
民
四
明
繍
志
』
倉
一
八
定
海
豚
係
。

(
回
)
『
逼
鐙
』
巻
二
五
六
光
啓
元
年
正
月
傑
、
「
永
祭
大
奥
』
巻
八

O
九

三
緒
州
府
候
所
引
『
綴
州
府
園
経
士
山
』
。

(
悶
)
『
永
祭
大
典
』
同
前
所
引
『
章
貢
志
』
。
前
掲

『中
園
古
方
志
考』

に
壊
れ
ば
、
本
書
は
紹
定
元
年

(
一
二
二
八
)
以
後
の
纂
修
で
あ
る
。

(
印
)

『
新
唐
書
』
径

一
九

0
・
『
新
五
代
史
』
各
四
一
虚
光
調
停
、

『通

鑑
』
巻
二
六
三
天
復
二
年
十
二
月
、
同
巻
二
六
七
後
梁
開
卒
三
年
八

月
・
同
四
年
正
月

・
同
年
十
二
月
係
。

(
侃
)
『
通
鑑
』
各
二
七

O
後
梁
貞
明
四
年
七
月
・
同
年
十
一
月
係
。

(
臼
)
『
永
祭
大
典
』
各
八

O
九
二
葉
州
府
城
候
所
引
『
嘉
定
宜
春
志
』
。

(
臼
)
同
右
。
掲
鋲
の
出
自
は
不
詳
。
在
地
の
土
豪
あ
る
い
は
少
数
民
族

か
。
掲
姓
は
き
わ
め
て
珍
ら
し
い
姓
で
あ
り
、
古
島

・
楊

・
揚
等
の
誤
記

と
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
嶺
南
湖
州
の
地
は
漢
代
の
南
海
郡
掲
陽
豚

で
あ
り
ハ
『
漢
書
』
各
二
八
下
地
理
志
、
『
元
和
士
山
』
各
三
四
)
、
『
元

和
姓
纂
』
倉
一

0
・
一
七
醇

・
掲
陽
僚
に
「
漢
功
臣
安
遁
侯
掲
陽
定
之

後
、
今
因
官
民
荒
」
と
見
え
る
掲
陽
氏
と
関
連
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
蓑
州
か
ら
は
、
士
口
州
・
慶
州
を
経
て
潮
州
ま
で
は
さ
ほ
ど
の
距
離

で
は
な
い
。
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(
臼
〉
同
右
。

(
出
山
)
『
遁
鑑
』
巻
二
六
五
天
祐
三
年
十
二
月
・
同
巻
一
一
六
六
後
梁
関
卒
元

年
五
月
・
同
巻
二
六
七
開
卒
三
年
六
月
僚
。

(
伺
)
同
右
各
二
六
七
後
梁
開
卒
三
年
七
月
・
八
月
係
。

ハm
山
)
前
掲
『
嘉
定
宜
春
志
』。

(
m
m
)

同
右
。

(
的
〉
『
全
唐
文
』
巻
八
七
六
劉
仁
婚
「
案
州
廃
壁
記
」
。

(
初
)
『
永
祭
大
典
』
各
八

O
九
二
愛
州
府
城
候
所
引
。

〈
九
)
同
右
巻
八

O
九
二
撫
州
府
城
候
所
引
張
保
和
「
唐
撫
州
羅
城
記
」

・

同
人
「
新
移
撫
州
子
城
記
」
・
危
全
調
「
重
修
撫
州
公
署
記
」
、
同
巻
一

O
九
四
九
撫
州
府
候
所
引
『
淳
照
・
嘉
定
(
臨
川
)
士
山
』
。

(η
〉
『
新
五
代
史
』
巻
四
一
鍾
俸
停
、
『
通
鑑
』
巻
二
五
五
中
和
二
年
七

月
・
同
巻
二
六
二
天
復
元
年
十
二
月
・
同
巻
二
六
六
後
梁
開
卒
元
年
十

二
月
・
問
答
二
六
七
関
卒
三
年
六
月
・
七
月
係
。

(
泊
)

『永
楽
大
典
』
巻
八

O
九
一
建
昌
府
候
所
引
『
紹
興
好
江
前
士
山
』
、

『
全
唐
文
』
巻
八
一
九
弓
筒
能
「
唐
南
康
太
守
汝
南
公
新
瓶
撫
州
南
城

豚
羅
城
記
」
。

(
九
)
『
元
和
士
山
』
港
二
八
宣
州
係
。

〈
花
)
『
逼
鑑
』
巻
二
五
八
龍
紀
元
年
七
月
保
。

(
祁
〉
同
右
巻
二
九
三
後
周
穎
徳
三
年
三
月
篠
「
初
、
柴
克
宏
篤
宣
州
巡
検

使
。
始
至
、
城
監
不
備
、
器
械
皆
開
。
吏
云
、
自
回
額
・
王
茂
章

・
李

遇
相
継
叛
、
後
人
無
敢
治
之
者
。
克
宏
目
、
時
移
事
異
、
安
有
此
理
。

悉
繕
完
之
。
由
是
路
彦
録
攻
之
不
克
」
。
陸
氏
『
南
唐
書
』
列
惇
巻
一
一
一

柴
克
宏
博
ほ
ぼ
同
文
。

ハ
行
)
『
嘉
靖
寧
園
府
士
山
』
品
位
七
防
国
紀
候
所
引
「
韓
照
載
記
」
、
『
全
唐

文
』
巻
八
七
七
韓
照
載
「
宣
州
築
新
城
記
」
、

「
南
唐
宣
州
築
新
城
記
」
。

(
刊
日
)
『
新
安
志
』
巻
一
一
域
社
係
。

(
乃
)
『
文
苑
英
華
』
各
八
一
一
楊
袈
「
鍬
州
重
建
新
城
記
」
。

(
剖
)
『
元
和
志
』
巻
二
八
鍬
州
委
源
豚
傑
。

(
但
)
『
新
安
志
』
巻
五
婆
源
問
例
域
社
係
、
『
全
唐
文
』
巻
八
七
一
劉
津

「委
源
諮
問
例
都
制
置
新
城
記
L

。

(
m
M

〉
『
元
和
志
』
各
二
八
池
州
係
。

(
回
)
『
唐
文
献
什
』
巻
七
三
資
鴻
「
池
州
建
大
鹿
壁
記
」
。

(
U
M
)

『
奮
唐
室
百
』
巻
一
八
二
秦
彦
停
、
『
逼
鑑
』
各
二
五
五
中
和
二
年
十

一
一
月
保
。

(
お
)
『
淳
照
三
山
士
山
』
巻
四
子
城
僚
。

(
部
〉
『
遁
鑑
』
巻
二
五
六
中
和
四
年
十
二
月
係
。

(
前
山
〉
『
糞
(
活
)
御
史
公
集
』

品位
五
「
盤
山
塑
北
方
此
沙
門
天
王
碑
」
、

『
淳
照
三
山
士
山
』
巻
四
子
城

・
羅
城

・
爽
城
係
。
王
審
知
が
一
繭
州
新
城

の
峻
工
に
際
し
て
眺
沙
門
天
像
を
造
っ
て
城
北
の
霊
山
関
元
寺
に
奉
安

し
た
こ
と
を
記
し
た
の
が
本
碑
の
主
内
容
で
あ
る
。
眺
沙
門
天
は
須
菊

山
北
面
に
佳
し
て
閤
浮
提
の
北
方
を
守
護
す
る
四
天
王
の
一
で
、
唐
代

に
は
所
謂
城
陸
一
脚
と
し
て
城
郭
北
方
に
配
さ
れ
る
例
が
他
に
も
知
ら
れ

る
。
例
え
ば
『
醤
唐
書
』
径
一
六
穆
宗
紀
長
慶
三
年
十
一
月
僚
に
「
上

御
通
化
門
、
観
作
眺
沙
門
紳
、
因
賜
絹
五
百
匹
」
と
見
え
る
。
長
安
城

北
面
は
大
明
宮
城
及
び
禁
苑
で
北
壁
諸
門
は
一
般
の
遁
行
は
原
則
と
し

て
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
東
壁
最
北
の
遁
化
門
上
に
守

護
紳
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
剖
)
一
瞬
建
省
博
物
館
・
一
隅
州
市
文
管
曾
「
唐
末
五
代
闘
王
王
審
知
夫
婦
墓

『
安
徴
金
石
略
』
各
三
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清
理
筋
線
」
(
『
文
物
』

一
九
九
一
|
五
〉
。
一
崎
州
市
の
慶
城
寺
関
王
洞

に
現
存
す
る
有
名
な
「
王
者
知
徳
政
碑
」
(
『
金
石
悲
編
』
各

一
一
八

等
)
に
は
、
彼
の
一
踊
州
域
増
修
に
つ
い
て
「
立
崇
繍
之
百
維
、
表

E
界

於
一
方
。
出
版
邑
湯
池
、
宮
何
足
数
。
折
筋
繁
得
、
因
不
可
怒
。
」
と
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
羅
城
規
模
に
つ
い
て

「天
王
碑
」
に
城

周
二
六
里
と
言
い、

『
淳
照
三
山
志
』
に
四

O
皇
、
新
出
「
墓
誌
」
に

四
O
鍛
里
と
し
て
い
る
貼
で
あ
る
が
、
同
級
城
本
位
は
二
六
里
で
、
南
北

雨
月
城
を
含
め
て
四

O
里
と
解
す
る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。

(
的
)
『
通
鑑
』
巻
二
八
五
後
菅
関
連
三
年
八
月
戊
寅

・
九
月
辛
丑
係
。

(
卯
)
同
右
各
二
八
四
後
耳
目
開
運
二
年
四
月
保
。

(
刷
出
)
『
嘉
靖
建
寧
府
士
山
』
巻
七
城
池
篠
(
天
一
閣
第
二
七
崩
)
。

一ド

一
震

構

造

「
十

一
城

一華

州

一羅
(
外
研
)
一七
里
以
上

一

野

城

一羊

馬

城

一
一
四
里

一

(

m

出
)
『
通
鐙
』
巻
二
八
二
後
菅
天
一
崎
六
年
正
月
係
、
同
右

『
嘉
靖
建
寧
府

志
』
同
僚
。

(
回
)
『
嘉
靖
建
寧
府
士
山
』
巻
二

O
古
蹟
係
。

(
倒
)
『
桂
林
風
土
記
』
(
光
化
二
年
序
〉
術
園
公
李
錆

・
爽
滅
後
、
『
讃

史
方
輿
紀
要
一
』
径

一
O
七
桂
林
府
桂
林
故
城
候
。

(
市
町
)
鍛
耕
望
「
唐
五
代
時
期
之
成
都
」
(
『
鮫
耕
望
史
皐
論
文
選
集
』
所

牧
一
九
九
一
聯
経
出
版
事
業
公
司
)
失
晶
…。

(
%
)
桂
林
市
文
曲
目
舎
「
南
宋
《
桂
州
城
園
》
筒
述
」
(
『
文
物
』
一
九
七
九

i
二
)
、
馬
崇
盆
「
試
論
桂
林
宋
代
摩
崖
石
刻
《
静
江
府
城
池
園
》
在

地
図
史
上
的
意
義
」

(
『
歴
史
地
理
』
第
六
輯

一
九
八
八
)
。
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THE ENLARGEMENT OF THE CITY-WALLS IN

CENTRAL AND SOUTH CHINA IN THE LATE TANG

　　　　　　　

AND FIVE DYNASTIES PERIOD

Otagi Hajime

　　

This paper represents an attempt to explicate one aspect of the epoch･

marking transition between late Tang and Song, by collecting evidence

on the scales and structures of certain prefectures/districts city-walls.

Nearly all the walled cities at prefectural level were on about the same

scale, as were nearly all walled cities at the district level. That is, the

prefecture city-walls generally had ａ girth of 10 1i，and district ones 10 1i

and under. In the late Tang and Five Dynasties period, however, cities

in Central and South China whose walls were enlarged and rebuilt to ａ

circumference of ２０１ｉor even　larger and fitted with stubborn defense

works appear successively in the historical record｡

　　

Most of these cities had their walls repaired and enlarged by regional

commanders who took them as their headquarters in the late Tang. As

weaker commanders were gradually weeded out in the process of the rise of

the Ten Kingdoms, they were rebuilt as strategic points within the kingdoms.

That such ｅχamples a「e almost entirely absent for North China under the

regimes of the Five Dynasties but occur solely in Central and South

China, truly reflects the disunity of the times, and cannot be entirely

explained without taking into consideration the geographic conditions of

Jiangnan region. In the absorption of　the　Ten Kingdoms　into　Song

dynasty, most of these enlarged city-walls were dismantled and rebuilt on

ａ smaller and more ‘appropriate' scale.
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